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年　

頭　

所　

感

新
年
に
あ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
と
、
全
国
私
立
幼
稚
園
す
べ
て

の
益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
私
立
幼
稚
園
に
と
っ
て

苦
難
の
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
11
日

に
発
生
し
た
東
北
地
方
巨
大
地
震
。
全
日

私
幼
連
は
、
ご
加
盟
す
べ
て
の
園
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
幼
稚
園

等
に
義
捐
金
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま

す
。
私
は
今
改
め
て
生
命
の
尊
さ
を
か
み

し
め
、今
後
と
も
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
、

共
に
生
き
る
た
め
の
最
大
の
支
援
を
し
続

け
よ
う
、
併
せ
て
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
育
成
、
そ
の
礎
と
な
る
幼
児
教
育
に

専
心
し
て
い
こ
う
と
心
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

国
に
お
い
て
は
幼
保
一
体
化
に
向
け
て 保

護
者
や
地
域
の
信
頼
に
応
え
る
幼
稚
園
づ
く
り
に
向
け
て

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
会
長　

香 

川 　

 

敬  

　
　
　

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は

幼
保
一
体
化
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ

り
、
目
的
を
明
確
に
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。
目
指
す
最
終
地
点
は
あ
く
ま
で
も
子

ど
も
の
た
め
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

日
本
の
国
を
ど
う
創
っ
て
い
く
の
か
ビ
ジ

ョ
ン
を
も
つ
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、『
豊
か
な
国
づ
く
り
の

根
幹
に
あ
る
の
は
幼
児
教
育
で
あ
る
』
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。

教
育
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
が
生
涯

に
お
い
て
自
己
実
現
を
図
る
際
の
原
動
力

を
構
築
す
る
役
割
を
担
う
と
と
も
に
人
間

力
を
高
め
、
優
れ
た
社
会
の
担
い
手
を
育

む
役
割
を
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ

け
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を

培
う
幼
児
教
育
の
充
実
は
不
可
欠
で
す
。

各
園
に
お
い
て
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
提
言

す
る『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
人
』

の
育
成
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
保
育
者

の
質
・
教
育
課
程
の
質
・
学
校
経
営
の
質

の
向
上
を
図
り
、
学
校
力
を
高
め
て
い
く

こ
と
に
全
力
を
傾
注
し
て
取
り
組
み
た
い

も
の
で
す
。

い
ま
一
つ
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を

有
す
る
私
立
幼
稚
園
の
構
築
を
目
指
し
、

そ
の
取
り
組
み
を
重
要
視
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

今
日
、
社
会
が
複
雑
化
し
、
諸
問
題
も

加
速
度
的
に
複
雑
化
し
て
き
て
い
る
状
況

で
あ
る
が
故
に
、
人
々
の
支
え
合
い
と
活

気
の
あ
る
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
生
涯
教
育
を
担
当
し
た
エ
ッ

ト
ー
レ
・
ジ
ェ
ル
ピ
氏
は
、
進
歩
的
な
生

涯
教
育
を
構
成
す
る
三
つ
の
要
素
と
し

て
、「
自
己
決
定
学
習
、
個
人
の
動
機
に

応
え
る
も
の
、
新
し
い
生
活
の
方
法
の
中

で
発
展
す
る
学
習
の
シ
ス
テ
ム
」
の
三
つ

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
を
幼
稚

園
教
育
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
子

ど
も
の
成
長
を
支
援
す
る
中
心
は
保
護
者

で
あ
り
、
そ
の
保
護
者
の
周
り
に
は
多
く

の
理
解
者
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
家
庭
や
地
域
の
教
育

力
を
向
上
す
る
場
、
生
か
す
場
と
い
う
二

つ
の
働
き
に
着
目
し
、『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
・
ス
ク
ー
ル
』
と
し
て
、
私
立
幼
稚
園

を
再
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
共
に
育
て

る
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
人
が
つ
な
が
っ
て
い
く
、
そ
ん

な
幼
稚
園
づ
く
り
を
進
め
た
い
も
の
で
す
。

�

（
山
口
県
防
府
市
・
鞠
生
幼
稚
園
）
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●平成 24年度私立幼稚園関係予算案概要

私立高等学校等経常費助成費補助（幼稚園分）
　322億 7,400万円（対前年度2億9,100万円増0.9％アップ）
　園児一人当たり単価は22,642円（対前年23円増0.1％アップ）

幼稚園就園奨励費補助
　215億 5,500万円（対前年度3億6,500万円増1.7％アップ）

平
成
24
年
度
の
政
府
予
算
案
は
、
12
月

24
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

全
日
私
幼
連
執
行
部
で
は
、
香
川
敬
会

長
を
先
頭
に
、
東
日
本
大
震
災
に
か
か
る

補
正
予
算
、
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
検
討
会
議
へ
の
対
応
に
あ
た
り
な
が

ら
、
並
行
し
て
、
特
に
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
補
助
の
減
免
単
価
の
大
幅
な
回
復
に
つ

い
て
、
関
係
都
道
府
県
団
体
と
連
携
し
て

強
力
な
予
算
運
動
を
懸
命
に
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
関
係
方
面
へ
の
粘
り
強
い

折
衝
の
結
果
、
通
年
を
通
し
た
振
興
対
策

活
動
が
実
を
結
び
、
国
の
財
政
状
況
が
極

め
て
厳
し
い
中
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
減
免
単
価
３
０
０
０
円
増
、
経
常
費
単

価
23
円
増
、
施
設
整
備
費
補
助
15
億
３
９

０
０
万
円
増
の
大
幅
な
予
算
増
額
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
立
幼
稚
園
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

関
係
国
会
議
員
の
先
生
方
、
関
係
省
庁
の

皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま

た
、
要
望
活
動
等
で
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
都
道
府
県
私
立
幼
稚
園
団
体
や
先

生
方
の
皆
様
に
は
、
執
行
部
一
同
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

国
の
予
算
の
決
着
を
受
け
て
今
後
は
、

各
都
道
府
県
及
び
市
町
村
段
階
に
お
け
る

予
算
編
成
が
重
要
な
局
面
に
差
し
か
か
り

ま
す
の
で
、各
地
域
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

支
援
・
助
成
措
置
の
拡
充
に
向
け
て
よ
り

一
層
の
陳
情
活
動
の
活
発
化
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助

幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
の
総
額
は
前
年

度
の
１
０
０
２
億
３
０
０
０
万
円
か
ら
３

億
８
０
０
万
円
増
額
（
前
年
度
比
０
・
３

％
ア
ッ
プ
）
の
１
０
０
５
億
３
８
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
補
助
の
私
立
幼
稚
園
園
児
一
人
あ

た
り
単
価
で
は
、
一
種
免
許
状
保
有
の
促

進
分
、財
務
状
況
の
改
善
支
援
分
を
含
め
、

前
年
度
か
ら
23
円
増
額
（
前
年
度
比
０
・

１
％
ア
ッ
プ
）
の
２
２
６
４
２
円
と
な
り

ま
し
た
。

私
立
幼
稚
園
の
特
別
補
助
は
、
２
億
９

２
０
０
万
円
増
額
（
前
年
度
比
３
・
９
％

ア
ッ
プ
）
の
78
億
３
７
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
内
、「
子
育
て
支
援
推
進

経
費
」
は
１
億
７
０
０
０
万
円
増
額
（
前

年
度
比
３
・
８
％
ア
ッ
プ
）
の
46
億
７
２

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
子
育
て
支
援
推
進
経
費
」
の
「
預
か

り
保
育
推
進
事
業
」
は
35
億
２
２
０
０
万

円
（
前
年
度
比
５
・
１
％
ア
ッ
プ
）、「
幼

稚
園
の
子
育
て
支
援
活
動
の
推
進
」
は
、

前
年
同
額
の
11
億
５
０
０
０
万
円
で
す
。

「
幼
稚
園
特
別
支
援
教
育
経
費
」
は
１

億
２
２
０
０
万
円
増
額
（
前
年
度
比
４
・

０
％
ア
ッ
プ
）
の
31
億
６
５
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
園
児
一
人
あ
た
り
単
価
は

前
年
同
額
の
３
９
２
０
０
０
円
で
、
対
象

人
数
は
前
年
同
様
の
２
人
以
上
で
す
。

■
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

総
額
は
前
年
度
か
ら
３
億
６
５
０
０
万

円
（
前
年
度
比
１
・
７
％
ア
ッ
プ
）
増
え

て
２
１
５
億
５
０
０
０
万
円
に
な
り
ま
し

た
。
減
免
単
価
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
階

層
区
分
で
３
０
０
０
円
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
第
２
子
以
降
の
保
護
者
負
担
の
軽
減

は
、
前
年
度
と
同
様
で
す
。

■
私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助�

　

前
年
度
比
１
９
７
・
８
％
ア
ッ
プ

私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
費
補
助
は
、
震

災
等
へ
の
備
え
と
し
て
大
幅
な
増
額
で
、

15
億
３
９
０
０
万
円（
前
年
度
比
１
９
７
・

８
％
ア
ッ
プ
）
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
23

年
度
の
補
正
予
算
と
あ
わ
せ
る
と
、
62
億

円
規
模
の
措
置
と
な
り
ま
し
た
。
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平成２４年度幼児教育関係予算額（案）の概要

（単位：百万円）
2 3 年 度 2 4 年 度

区 分 比較増△減 備 考
当初予算額 予算額(案)

幼児教育�関係予算�額 21�2�1 21��21 ���

1.幼稚園就園奨励費補助 21,185 21,550 365 ※23年度予算→24年度予算（案）

(1) 補助単価の引き上げ
・保護者負担の軽減等を図るため、私立幼稚園における補助単価を引き上げる。

(階層区分) (23予算) (24予算(案)) (対前年度比)
【公立】生活保護世帯、市町村民税非課税世帯、

市町村民税所得割非課税世帯 20,000円 → 20,000円 (前年度同額)
（年収270万円以下）

【私立】
Ⅰ 生活保護世帯 223,200円 → 226,200円 ( 3,000円増)
Ⅱ 市町村民税非課税世帯 193,200円 → 196,200円 ( 3,000円増)
(市町村民税所得割非課税世帯含む)（年収270万円以下）

Ⅲ 市町村民税所得割課税額(77,100円以下)世帯 109,200円 → 112,200円 ( 3,000円増)
(年収360万円以下)

Ⅳ 市町村民税所得割課税額(211,200円以下)世帯 46,800円 → 49,800円 ( 3,000円増)
(年収680万円以下)

※金額は、第１子の補助単価（年額）を掲げている。
※年収は夫婦（妻は専業主婦）と子ども２人の場合のモデル世帯を設定し、目安として掲げている。
※市町村民税所得割課税額は、年少扶養控除の見直しに伴い、参考年収６８０万円以下の

対象世帯において、これまでの階層区分から変更が生じないよう見直したものである。
※保育料等の全国平均は年額で公立79,000円、私立305,000円。

(2) 第２子以降の保護者負担割合の軽減
○兄・姉が幼稚園児の場合 第２子 ０．５

第３子以降 ０．０
○兄・姉が小１～３の場合 第２子 ０．７５

第３子以降 ０．０
※第１子の保護者負担割合を[1.0]とした場合の第２子以降の保護者負担割合

2.幼稚園教育内容・方法の 23 21 △2 ・幼稚園教育理解推進事業 23百万円→21百万円
改善充実

3.幼児期からの「人間力」 53 50 △3 ・幼児教育の改善・充実調査研究 36百万円→33百万円
向上総合推進プラン ・幼稚園・保育所等の経営実態調査 17百万円→17百万円

【参考】
1.私立幼稚園施設整備費補助 778 2,317 1,539 ※公立幼稚園施設整備費については、74,111百万円の内数

2.私立高等学校等経常費助 31,983 32,274 291
成費補助（幼稚園分）

(ア) 一般補助 24,438 24,437 △1

(イ) 特別補助 7,545 7,837 292 1.子育て支援推進経費 4,502百万円→4,672百万円
・預かり保育推進事業 3,352百万円→3,522百万円
・幼稚園の子育て支援活動の推進

1,150百万円→1,150百万円
2.幼稚園特別支援教育経費 3,043百万円→3,165百万円

3.緊急スクールカウンセラー 0 4,702 4,702
等派遣事業 の内数 の内数

※認定こども園の施設整備などを行う「安心こども基金」については、平成２３年度第４次補正予算（案）におい
て、認定こども園の整備、耐震化促進事業等を実施するため、必要額を積み増すとともに、事業実施期限を２４
年度まで１年間延長することとし、3,550百万円を計上している。
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私
立
幼
稚
園
に
空
前
の
被
害

東
日
本
大
震
災
⑩

福
島
原
発
事
故
賠
償
で

中
間
指
針
追
補

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団（
河

田
悌
一
理
事
長
）
で
は
、
東
日
本
大
震
災

に
伴
う
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
警
戒
区
域
、
計
画
的
避
難
区
域
、
緊
急

時
避
難
準
備
区
域
及
び
特
定
避
難
勧
奨
地

点
に
住
所
を
有
し
て
い
た
加
入
者
又
は
被

扶
養
者
が
該
当
住
所
か
ら
移
転
し
た
場
合

に
災
害
見
舞
金
、
災
害
見
舞
品
を
支
給
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
私
学
事
業
団
短
期
給
付
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
３
―
３
８
１
３
―
５
３
２
１（
代
表
）

福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
係
る

災
害
見
舞
金
等
の
支
給

�

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

12
月
６
日
、
政
府
の
原
子
力
損
害
賠
償

紛
争
審
査
会
は
、「
東
京
電
力
株
式
会
社

ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
ろ
ば

基
本
制
度
ワ
ー
キ
ン
グ
開
か
れ
る

◎
政
府　

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議

★
第
17
回
会
合

12
月
６
日
、
政
府
の
子
ど
も
・
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
の
基
本
制
度
ワ
ー

キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
全
日
私
幼
連
か
ら

北
條
泰
雅
副
会
長
が
出
席
。
当
日
は
「
国

の
所
管
及
び
組
織
体
制
に
つ
い
て
」
の
議

論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
、【
資
料
１
】
国
の
所
管
及
び

組
織
体
制
に
つ
い
て
【
資
料
２
】
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
（
仮
称
）
に
つ
い
て
【
資
料

３
―
１
】
総
合
施
設
（
仮
称
）
の
具
体
的

制
度
設
計
に
つ
い
て
（
案
）〔
概
要
〕【
資

料
３
―
２
】
総
合
施
設
（
仮
称
）
の
具
体

的
制
度
設
計
に
つ
い
て（
案
）が
説
明
さ
れ

た
後
、
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

地
方
団
体
：
示
さ
れ
た
資
料
で
は
、現
行
の

二
元
行
政
が
三
元
化
し
、よ
り
複
雑
化
さ

れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。私
学
助
成
の
存

続
の
件
も
幼
保
一
体
化
の
流
れ
を
後
退
さ

せ
る
印
象
で
あ
る
。地
方
公
共
団
体
の
中

で
は
行
政
体
制
に
お
い
て
新
シ
ス
テ
ム
を

先
取
り
す
る
動
き
も
作
り
だ
し
て
い
る
。

連
合
：
公
立
総
合
施
設
の
職
員
の
政
治
活

福
島
第
一
、
第
二
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
る
原
子
力
損
害
の
範
囲
の
判
定
等
に
関

す
る
中
間
指
針
追
補
」
を
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
８
月
５
日
公
表
の
「
中
間
指
針
」

お
い
て
、
政
府
の
避
難
指
示
等
に
係
る
損

害
の
範
囲
に
関
す
る
考
え
方
を
示
し
た

後
、
自
主
的
避
難
等
の
現
状
を
踏
ま
え
、

自
主
的
避
難
等
に
係
る
損
害
の
賠
償
の
一

定
の
範
囲
を
示
し
た
も
の
で
す
。

中
間
指
針
追
補
は
文
部
科
学
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/

shingi/chousa/kaihatu/016/
houkoku/1309452.htm



私幼時報／2012.1 ― 5 ―

動
を
公
立
幼
稚
園
と
同
様
に
制
限
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
賛
成
し
か
ね
る
。

経
済
団
体
：
新
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
事
業

主
負
担
に
つ
い
て
は
反
対
の
立
場
で
あ
り

成
案
の
文
言
か
ら
削
除
を
求
め
る
。

北
條
委
員
：
国
の
所
管
に
つ
い
て
は
教
育

の
一
貫
性
の
観
点
か
ら
将
来
的
に
は
文
科

省
と
す
べ
き
こ
と
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

総
合
施
設
の
制
度
設
計
に
つ
い
て
多
額
の

公
金
を
使
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
計
監
査

の
記
述
が
な
い
の
は
理
解
に
苦
し
む
、
追

加
記
載
が
必
要
で
あ
る
。
教
員
免
許
に
つ

い
て
は
更
新
制
が
あ
り
、
保
育
士
に
つ
い

て
は
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
職
員
の

質
を
確
保
す
る
か
考
え
る
べ
き
。

保
育
団
体
：
明
ら
か
な
三
元
化
に
思
え

る
。
中
教
審
の
新
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
議

論
の
報
告
に
つ
い
て
極
め
て
不
適
切
な
表

現
が
あ
り
、
中
教
審
で
そ
の
よ
う
な
議
論

が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
残
念
で

あ
る
。

秋
田
委
員
：
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
所
管

事
項
に
つ
い
て
次
世
代
法
と
の
関
係
を
整

理
す
べ
き
。
子
ど
も
の
定
義
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、
中
教
審
・
社
保
審
と
子
ど

も
子
育
て
会
議
と
の
関
係
を
整
理
し
明
確

に
す
べ
き
。
ま
た
当
該
会
議
に
現
場
職
員

の
参
画
を
求
め
る
べ
き
。

小
田
委
員
：
幼
保
と
も
に
果
た
し
て
き
た

役
割
に
つ
い
て
正
当
に
評
価
す
べ
き
。
幼

保
の
一
体
化
に
つ
い
て
も
子
ど
も
の
利
益

の
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
で
あ
り
Ｗ
Ｔ
の

議
論
か
ら
子
ど
も
の
姿
が
見
え
て
こ
な
い

の
は
極
め
て
残
念
。
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ

て
き
た
も
の
を
壊
し
て
で
も
一
体
化
す
べ

し
と
の
考
え
方
は
、
子
ど
も
の
た
め
に

な
っ
て
い
な
い
。

各
委
員
か
ら
の
発
言
を
受
け
大
日
向
委

員
は
、
私
学
助
成
の
存
続
は
中
間
と
り
ま

と
め
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
日
の
段

階
で
私
学
助
成
存
続
の
資
料
が
配
布
さ
れ

る
こ
と
は
幼
保
一
体
化
へ
向
け
て
の
動
き

を
明
白
に
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
幼
保

一
体
化
Ｗ
Ｔ
座
長
と
し
て
は
了
承
す
る
こ

と
が
難
し
い
旨
発
言
。

北
條
委
員
：
議
論
を
ま
と
め
る
よ
う
な
形

で
こ
の
よ
う
な
発
言
が
さ
れ
る
こ
と
は
容

認
で
き
な
い
。
こ
ど
も
園
給
付
が
個
人
給

付
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
問
題
は
派

生
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
大
日
向
委
員
の

発
言
を
ま
と
め
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
点
を
含
め
、
時
間
を
か
け
て
改
め
て
議

論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
川
統
括
審
議
官
：
現
在
私
学
助
成
の
対

象
と
し
て
い
る
預
か
り
保
育
や
特
別
支
援

は
新
シ
ス
テ
ム
で
は
ま
か
な
え
な
い
部
分

数
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
新
シ

ス
テ
ム
会
議
の
構
成
は
、
そ
の
教
育
を
受

け
て
い
る
保
護
者
や
３
歳
未
満
の
専
業
主

婦
の
保
護
者
の
声
が
極
端
に
弱
く
、
生
か

さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
②
幼
保
一
体

化
の
議
論
に
は
多
様
性
を
求
め
て
き
た
の

で
、
す
べ
て
の
施
設
を
一
体
化
施
設
で
あ

る
総
合
施
設
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
議
論
の
進
め
方
は
疑
問
を
感
じ
る
。

多
様
性
を
認
め
る
こ
と
が
幼
児
教
育
・
保

育
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
く
。
幼
保
一

体
化
は
一
つ
の
手
段
で
あ
り
目
的
と
し
て

議
論
が
進
む
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
認

定
こ
ど
も
園
法
お
い
て
５
年
経
過
後
に
検

証
を
行
な
う
と
法
律
に
明
記
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
が
ま
だ
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、

認
定
こ
ど
も
園
を
ど
う
す
る
か
説
明
が
な

い
③
こ
ど
も
家
庭
省
（
仮
称
）
の
所
掌
範

囲
に
つ
い
て
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
我

が
国
の
教
育
体
系
の
中
で
の
位
置
づ
け
を

明
確
化
し
、
教
育
体
系
の
中
で
論
理
矛
盾

が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

④
こ
ど
も
園
給
付
（
個
人
給
付
）
に
つ
い

て
は
利
用
者
（
子
ど
も
）
に
公
平
な
仕
組

み
が
作
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
良
い
が
、
必

ず
そ
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
状
は
、
地

方
に
よ
り
私
学
助
成
の
水
準
が
異
な
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
が
保
育
に
欠
け
て
い
る

が
あ
る
。
そ
れ
も
含
め
て
私
学
助
成
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
で
き
る
の
か
踏

ま
え
て
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に
、
園
田
座
長
よ
り
大
幅
に
時
間

を
過
ぎ
て
い
る
た
め
、
次
回
に
向
け
て
資

料
４
の
性
格
に
つ
い
て
の
説
明
を
さ
せ
て

ほ
し
い
旨
の
発
言
が
あ
り
、
事
務
局
よ
り

説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

★
第
18
回
会
合

12
月
26
日
、
基
本
制
度
ワ
ー
キ
ン
グ
が

開
催
さ
れ
、
全
日
私
幼
連
か
ら
北
條
泰
雅

副
会
長
が
出
席
し
、
検
討
事
項
の
整
理
等

に
つ
い
て
議
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
【
資
料
１
】
国
の
所
管
及
び
組

織
体
制
に
つ
い
て
（
案
）【
資
料
２
】
新

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
こ
ど
も
園
給
付
（
仮

称
）、
市
町
村
事
業
と
私
学
助
成
の
関
係

に
つ
い
て
（
案
）【
資
料
３
】
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
成
案
と
り
ま
と
め

に
向
け
た
基
本
制
度
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

に
お
け
る
検
討
事
項
の
整
理
【
参
考
資
料

１
】
平
成
24
年
度
以
降
の
子
ど
も
の
た
め

の
手
当
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
【
参
考
資

料
２
】
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
素
案
骨

子
（
社
会
保
障
部
分
）
に
つ
い
て
説
明
が

説
明
さ
れ
た
後
に
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

北
條
委
員
：
①
幼
稚
園
は
５
歳
児
の
約
半
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か
い
な
い
か
に
よ
り
公
費
の
水
準
が
異

な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
一
時
期

は
児
童
福
祉
法
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
さ

れ
て
い
た
預
か
り
保
育
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
の
就
労
の
有
無
に
よ
り
私
学
助
成
の

対
象
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
。
幼

稚
園
は
子
育
て
支
援
の
役
割
を
よ
り
多
く

担
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、
就

労
支
援
を
中
核
的
に
担
う
保
育
所
と
全
く

同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
私
立
学
校

を
運
営
し
て
い
く
う
え
で
大
切
な
、
私
学

助
成
と
建
学
の
精
神
の
意
義
を
、
再
度
こ

の
場
に
い
る
私
学
関
係
者
の
方
々
に
も
認

識
い
た
だ
き
た
い
。

地
方
団
体
：
総
合
施
設
に
な
ら
な
い
幼
稚

園
の
扱
い
に
つ
い
て
明
確
に
明
記
さ
れ
て

い
な
い
。
私
学
助
成
を
残
す
案
を
示
す
限

り
総
合
施
設
へ
の
移
行
が
進
ま
な
い
の
で

は
な
い
か
。

経
済
団
体
：
法
案
化
の
目
処
と
財
源
の
使

い
道
も
協
議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
企
業
の
負
担

が
増
加
と
な
ら
ぬ
よ
う
財
源
は
公
費
負
担

と
す
る
べ
き
。

地
方
団
体
：
私
学
助
成
の
取
扱
に
つ
い
て

は
包
括
的
・
一
元
的
な
方
向
に
努
力
さ
れ

て
お
り
前
進
し
た
。

保
育
所
団
体
：
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り

公
平
性
が
担
保
さ
れ
る
。
私
学
助
成
の
存

続
に
は
反
対
で
あ
り
、
最
大
限
の
努
力
に

よ
り
新
シ
ス
テ
ム
内
で
解
決
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
給
付
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の

た
め
に
使
わ
れ
た
の
が
分
か
る
シ
ス
テ
ム

や
工
程
表
の
再
確
認
を
す
る
べ
き
。

国
公
幼
：
新
シ
ス
テ
ム
会
議
の
位
置
づ

け
、
参
画
に
つ
い
て
は
保
護
者
や
現
場
の

職
員
な
ど
様
々
な
構
成
員
が
必
要
。
一
貫

し
た
教
育
体
系
に
は
文
科
省
の
関
与
が
必

要
で
あ
り
、
総
合
施
設
に
お
い
て
は
現
行

の
幼
稚
園
設
置
基
準
よ
り
質
を
高
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
運
動
場

の
必
要
性
を
認
識
い
た
だ
き
た
い
。

山
口
委
員
：
株
式
会
社
の
参
画
に
つ
い
て

イ
メ
ー
ジ
が
悪
い
と
い
う
こ
と
に
対
し
て

不
満
を
感
じ
る
。
質
の
担
保
の
基
準
を
守

れ
ば
そ
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ

る
。

木
幡
委
員
：
私
学
助
成
が
存
続
し
た
上
で

の
一
体
化
と
な
る
こ
と
は
残
念
。
幼
稚
園

が
参
画
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
待
機
児
童

も
減
ら
な
い
し
、
働
き
た
い
女
性
の
受
け

手
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
利
用
者
の
視

点
に
立
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
べ
き
。

子
育
て
支
援
団
体
：
現
在
幼
稚
園
で
行
わ

れ
て
い
る
多
様
な
取
組
を
認
め
る
形
に
す

べ
き
。

小
田
委
員
：
幼
保
一
体
化
Ｗ
Ｔ
で
は
子
ど

も
の
立
場
に
立
ち
質
の
高
い
教
育
・
保
育

を
実
現
す
る
た
め
の
議
論
が
行
な
わ
れ
て

い
た
が
、
基
本
制
度
Ｗ
Ｔ
は
制
度
の
一
元

化
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
制
度
論
に
議
論

が
集
中
し
て
お
り
、
子
ど
も
が
置
き
去
り

に
な
っ
て
い
な
い
か
。
教
育
の
活
性
化
は

経
済
の
活
性
化
と
は
異
な
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
教
育
と
は
一
人
ひ
と
り
に
合

わ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
か
ら
く

一
元
化
を
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
育
ち

に
対
す
る
極
め
て
大
き
な
影
響
が
生
じ
る

こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
。

最
後
に
座
長
よ
り
、
新
シ
ス
テ
ム
の
方

向
性
を
年
内
で
と
り
ま
と
め
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
た
め
、

来
年
１
月
も
基
本
制
度
Ｗ
Ｔ
を
２
回
予
定

す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

�

１
月
６
日
、
文
部
科
学
省
は
人
事
異
動

を
発
令
し
ま
し
た
。
清
水
潔
事
務
次
官
が

勇
退
し
、事
務
次
官
に
は
森
口
泰
孝
氏（
文

部
科
学
審
議
官
）
が
就
任
さ
れ
る
と
と
も

に
、
金
森
越
哉
文
部
科
学
審
議
官
が
勇
退

さ
れ
ま
し
た
。
文
部
科
学
審
議
官
に
は
山

中
伸
一
氏
（
初
等
中
等
教
育
局
長
）、
藤

木
完
治
氏
（
研
究
開
発
局
長
）、
大
臣
官

房
長
に
は
前
川
喜
平
氏
（
大
臣
官
房
総
括

審
議
官
）、
初
等
中
等
教
育
局
長
に
は
布

村
幸
彦
氏
（
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
局
長
）、

高
等
教
育
局
長
に
は
板
東
久
美
子
氏
（
生

涯
学
習
政
策
局
長
）が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
だ
よ
り

平
成
23
年
度
第
４
次
補
正
予
算
（
案
）

に
お
け
る
私
立
幼
稚
園
関
係
予
算
と
し

て
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
・
耐
震
化
促

進
事
業
等
を
実
施
す
る
た
め
、「
安
心
こ

ど
も
基
金
」
を
積
み
増
す
と
と
も
に
、
事

業
実
施
期
限
を
24
年
度
ま
で
１
年
間
延
長

す
る
こ
と
と
し
て
、
36
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
概
要
に
つ
い
て
は
７
ペ
ー
ジ
に

掲
載
。�

（
幼
児
教
育
課
）

平
成
23
年
度
第
４
次
補
正
予
算（
案
）
に
お
け
る

�

幼
児
教
育
関
係
予
算
の
概
要

　

文
部
科
学
省
人
事
異
動

　
　

森
口
泰
孝
氏
が
事
務
次
官
に
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１�国�地方に��幼稚園����の���を��た�合�な財政支援に
��、認定こども園の設置を促進

（１） 認定こども園施設整備費補助：認定こども園の設置促進のために必要な施設整備費を支援

(負担割合:国1/2､市町村1/4､事業者1/4)
（２） 認定こども園事業費補助：認定こども園のうち、認可外の部分に対して事業費を支援

(負担割合:国1/2､都道府県1/4､市町村1/4)
※ （１）（２）の地方負担分について、地方財政措置。

また、地方裁量型について、地方公共団体が支援した場合に地方財政措置。

「安心こども基金」の積み増し・事業実施期限の延長
��2����4�補����（�） 1,270億円(文科省･厚労省合計)

(うち、文科省分 ��億円)
[事業�施��を24���ま�１����]

幼保連携型

〔類型（認定件数）〕
認 定 こ ど も 園 の 類 型認 定 こ ど も 園 の 類 型

（４０６件）

保育所幼稚園機能

幼稚園機能
＋

保育所機能

地方裁量型
（３１件）

幼稚園 保育所機能
幼稚園型
（２２５件）

幼稚園 保育所

保育所型
（１００件）

合
計

７
６
２
件
（平
成
23
年
4
月
現
在
）

保育所機能に対する施設整備費
及び事業費の補助

幼保の枠組みを超えた施設整備
費の補助

幼稚園機能に対する施設整備費
及び事業費の補助

地方財政措置で対応

�安心こども基金���る��支援�安心こども基金���る��支援

２�認定こども園に移行�定の私立幼稚園の耐震�促進事業を支援����
認定こども園への移行を予定する私立幼稚園（移行した認定こども園を含む）について、園舎

の耐震指標等の状況に応じて実施する耐震化促進事業を支援 (負担割合:国1/2､事業者1/2)

耐震化が必要な
幼稚園

幼稚園

耐震
改築 新設

補助対象
工事

幼稚園 保育所機能 幼稚園 保育所機能

認 定 こ ど も 園認 定 こ ど も 園
整備のイメージ整備のイメージ

20年度第2次補正予算:｢安心こども基金｣の造成 1,000億円(文科省･厚労省合計)

[事業実施期限 22年度末まで]      (うち、文科省� �1億円)

21年度第1次補正予算:｢安心こども基金｣の積み増し 1,500億円(文科省･厚労省合計)

(うち、文科省� 6�億円)

21年度第2次補正予算:｢安心こども基金｣の積み増し 200億円(厚労省のみ)

22年度第1次補正予算:｢安心こども基金｣の積み増し 1,000億円(文科省･厚労省合計)
[23年度末まで実施期限延長] (うち、文科省� 32億円) 

23年度第1次補正予算:｢安心こども基金｣の積み増し 27億円(厚労省のみ)

23年度第3次補正予算:｢安心こども基金｣の積み増し 36億円(文科省･厚労省合計) 
(うち、文科省� 1�億円)

こ
れ
ま
で
の
「安
心
こ
ど
も
基
金
」

の
措
置
状
況
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全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

●
12
・
９
理
事
会

12
月
９
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い

て
全
日
私
幼
連
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

理
事
会
構
成
員
61
人
中
53
人（
代
理
出
席
、

委
任
状
を
含
む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

議
長
に
橋
本
幸
雄
理
事
（
茨
城
県
）、

岡
本
壯
二
理
事
（
岡
山
県
）、
議
事
録
署

名
人
に
松
岡
明
範
理
事
（
愛
知
県
）、
藤

本
明
弘
理
事
（
京
都
府
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

■
行
政
報
告
：
蝦
名
喜
之
文
部
科
学
省
幼

児
教
育
課
長
か
ら
①
平
成
24
年
度
私
立
幼

稚
園
関
係
予
算
②
平
成
23
年
度
第
三
次
補

正
予
算
③
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
資
料
を
も
と
に
説

明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
１
：
東
日
本
大
震
災
義
捐
金

に
つ
い
て
／
中
浦
正
音
総
務
委
員
長
か

ら
、
平
成
23
年
３
月
22
日
～
12
月
６
日
現

在
で
集
ま
っ
た
義
捐
金
の
報
告
と
配
分
状

況
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
２
：
全
日
私
幼
連
会
務
運
営

報
告
の
件
／
各
委
員
会
委
員
長
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
座
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説

明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
３
：
平
成
23
年
度
上
半
期
決

算
・
監
査
報
告
に
つ
い
て
／
中
浦
総
務
委

員
長
か
ら
平
成
23
年
度
上
半
期
決
算
に
つ

い
て
資
料
を
も
と
に
説
明
が
行
な
わ
れ
た

後
、
角
和
一
太
朗
監
事
か
ら
上
半
期
の
監

査
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
４
：
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
／
入
谷
幸
二
政
策
委
員

長
、
北
條
泰
雅
副
会
長
、
田
中
雅
道
㈶
全

日
私
幼
研
究
機
構
理
事
長
か
ら
資
料
を
も

と
に
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
１
：
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
件
／
尾
上
正
史
座
長
か
ら

資
料
を
も
と
に
説
明
が
行
な
わ
れ
、
原
案

を
議
決
し
ま
し
た
。

■
協
議
案
件
１
：
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構

の
公
益
法
人
化
に
つ
い
て
／
田
中
雅
道
㈶

全
日
私
幼
研
究
機
構
理
事
長
か
ら
資
料
を

も
と
に
説
明
が
あ
り
協
議
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

�

（
総
務
委
員
長
・
中
浦
正
音
）

　

平
成
23
年
度
上
半
期
会
務
運
営
状
況
な
ど
報
告
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平成 24 年度のお申込み�は�まります 

全国の私立幼稚園設置者・園長先生方におかれましては日ごろより㈶全日私幼研究機構

の諸事業にご理解ご協力をいただきありがとうございます。 

さて、ＰＴＡしんぶんは「賛助会員（幼児の保護者等）」に機関紙として毎月 1回（8月

休刊）お送りしております。設置者・園長の皆様、どうか私立幼稚園の基盤を強化し､私立

幼稚園の存在感を高めるためにも賛助会員（幼児の保護者等）入会促進にご協力ください

ますようお願いいたします。 

「賛助会員（幼児の保護者等）」への機関紙「ＰＴＡしんぶん」は、私立幼稚園に通う子

どもを中心に、親子が存分に幼稚園での生活を楽しみ、子どもの成長に感動したり、子育

てのヒントを提供しながら幼稚園のすばらしさを実感できるような紙面を組んでいます。

企画、編集には㈶全日私幼研究機構調査広報委員会が携わり、毎号季節感やその時々の話

題、幼稚園での教師とのふれあいや思い、有名人の子育て体験や

子ども時代の幼稚園体験などを全国規模で発行している紙面の

特徴を生かしながら掲載しています。 

賛助会員（幼児の保護者等）へのご入会は幼稚園で取りまとめ

の上お申込みいただいております。会費は年間会費 1口 250 円で

す。「賛助会員（幼児の保護者等）」へのお申し込みをぜひともご検討くださいますようお

願い申しあげます。      ㈶全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 調査広報委員会 

 
ＰＴＡしんぶんを希望される幼稚園は、各都道府県私立幼稚園団体へお申し込

みいただくことになっています。平成 24 年度・賛助会員（幼児の保護者等）

入会申込書は 1 月下旬に各園にお送りいたします。また、申込書はホームペー

ジからもダウンロードいただけます。http://www.youchien-kikou.com/ 
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「
ち
い
さ
な　

か
わ
い
い
ゴ
リ
ラ
が　

い
ま
し
た
。
み
ん
な　

ち
び
ち
び
が　

だ

い
す
き
で
し
た
」
と
始
ま
る
、「
ち
び
ゴ

リ
ラ
の
ち
び
ち
び
」
と
い
う
絵
本
を
娘
に

読
ん
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
女
が
３
歳

か
４
歳
の
頃
で
す
。
30
ペ
ー
ジ
も
な
い

し
、
頁
ご
と
の
お
話
の
内
容
も
絵
も
単
純

で
解
り
や
す
く
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
読
み

終
わ
り
ま
す
。
そ
れ
で
少
し
で
も
時
間
を

か
け
よ
う
と
思
い
、
印
刷
さ
れ
て
い
る
文

字
は
と
り
あ
え
ず
全
部
読
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。
裏
表
紙
の
次
の
、
本
文
の
始
ま
る

前
の
ペ
ー
ジ
に
印
刷
し
て
あ
る
文
字
は
、

「
せ
か
い
じ
ゅ
う
の
ゴ
リ
ラ
に　

そ
し
て

　

ゴ
リ
ラ
の
す
き
な
み
な
さ
ん
に
」「
ち

び
ゴ
リ
ラ
の
ち
び
ち
び
」「
ル
ー
ス
・
ボ
ー

ン
ス
タ
イ
ン　

さ
く
、
い
わ
た
み
み　

や

く
、
ほ
る
ぷ
出
版
」
と
続
き
ま
す
。
そ
れ

を
特
別
考
え
る
こ
と
も
無
く
、
と
に
か
く

全
部
読
み
ま
す
。
そ
れ
は
彼
女
の
大
好
き

な
一
冊
だ
っ
た
の
で
、
い
つ
も
、
繰
り
返

し
て
何
回
も
読
ま
さ
れ
ま
し
た
。

あ
る
時
、
そ
の
何
回
目
か
で
、
本
文
の

前
の
ペ
ー
ジ
の
方
を
全
部
省
略
し
て
、

す
ぐ
「
ち
い
さ
な　

か
わ
い
い
ゴ
リ
ラ

が
・
・
・
」
と
読
み
始
め
ま
し
た
。
す
る

と
突
然
娘
か
ら
「
い
わ
た
み
み
は
？
」
と

声
が
か
か
り
ま
す
。「
あ
っ
そ
う
か
」
と
、

い
つ
も
の
よ
う
に
「
せ
か
い
じ
ゅ
う
の
ゴ

リ
ラ
に
」
か
ら
や
り
直
し
ま
し
た
。
そ
し

て
ふ
と
気
付
い
た
の
で
す
。
読
み
手
の
大

人
は
何
気
な
く
読
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

良
く
知
っ
て
い
る
大
好
き
な
絵
本
な
の

で
、
言
葉
は
耳
に
き
ち
ん
と
お
さ
ま
っ
て

い
ま
す
。
一
字
一
句
い
つ
も
通
り
に
流
れ

て
い
く
言
葉
を
追
い
な
が
ら
聴
い
て
い
た

の
で
す
ね
。
い
つ
の
間
に
か
「
ル
ー
ス
・

ボ
ー
ン
ス
タ
イ
ン　

さ
く
」
も
「
い
わ
た

み
み　

や
く
」「
ほ
る
ぷ
出
版
」
も
、
多

分
ほ
と
ん
ど
意
味
は
解
ら
な
い
ま
ま
に
、

そ
の
言
葉
を
丸
ご
と
記
憶
の
中
に
刻
み
こ

ん
で
い
る
の
だ
と
直
感
し
ま
し
た
。

言
葉
の
世
界
に
や
っ
と
足
を
踏
み
入
れ

た
ば
か
り
の
幼
児
に
と
っ
て
、親
（
大
人
）

が
読
ん
で
く
れ
る
一
冊
の
絵
本
か
ら
流
れ

出
る
言
葉
に
は
、
重
い
も
軽
い
も
、
易
し

い
も
難
し
い
も
な
く
、
す
べ
て
に
同
じ
価

値
、同
じ
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
、

は
っ
と
気
付
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
人

が
子
ど
も
に
読
ん
で
あ
げ
る
時
に
（
い
や

大
人
が
大
人
に
で
も
同
じ
く
）、
と
て
も

大
切
な
こ
と
だ
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

ル
ー
ス
・
ボ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
は
他
に
も

「
ち
い
さ
い
ち
い
さ
い
ぞ
う
の
ゆ
め
」
な

ど
の
作
品
が
あ
り
、
い
わ
た
（
岩
田
）
み

み
に
も
別
の
本
で
出
会
え
る
し
、
ほ
る
ぷ

出
版
は
も
っ
と
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
言
葉
の
世
界
の
入
り
口
に
立
っ

た
ば
か
り
の
幼
児
で
も
、
一
冊
の
絵
本
か

ら
、
作
者
（
時
に
は
文
の
作
者
と
絵
の
作

者
）、
翻
訳
絵
本
な
ら
訳
者
、
そ
し
て
出

版
社
ま
で
、
絵
本
と
い
う
豊
か
な
森
を
自

由
に
歩
き
回
る
パ
ス
ポ
ー
ト
と
し
て
、
ま

た
そ
こ
で
の
案
内
板
の
利
用
の
仕
方
を
自

然
に
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
る
、
と
い

う
気
が
し
た
の
で
し
た
。

私
は
、
こ
の
小
さ
な
体
験
を
き
っ
か
け

に
、
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
場
面
で
は
、

誰
に
対
し
て
も
、
で
き
る
限
り
印
刷
さ
れ

て
い
る
言
葉
の
情
報
を
意
識
し
て
読
む
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
な
く
と
も

幼
い
子
ど
も
時
代
で
は
、
機
械
的
な
音
声

を
通
し
て
で
は
な
く
、親
や
保
育
者
な
ど
、

身
近
な
大
人
の
生
の
声
の
方
が
望
ま
し
い

と
も
思
い
ま
す
。
上
手
下
手
な
ど
気
に
す

る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
大
事

な
も
の
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

お
正
月
前
後
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

刺
激
の
多
い
季
節
で
す
。
業
者
が
こ
の
時

と
ば
か
り
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
テ
レ
ビ

番
組
な
ど
を
な
ぞ
り
な
が
ら
、
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
と
い
う
う
た
い
文
句
で
子
ど
も

の
心
を
荒
っ
ぽ
く
刺
激
し
、
次
々
と
新
し

い
、
し
か
も
す
ぐ
に
廃
れ
て
行
く
遊
び
道

具
を
生
み
だ
し
て
い
き
ま
す
。「
新
し
い
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、実
は「
す

ぐ
古
く
な
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
抱
き

合
わ
せ
。「
新
し
い
」
と
い
う
言
葉
の
魔

力
に
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
ど
こ
か
落

ち
着
き
ま
せ
ん
。
で
も
絵
本
は
古
い
と
か

新
し
い
な
ど
に
は
無
縁
。
何
十
年
も
変
わ

ら
ず
読
み
継
が
れ
て
い
く
だ
け
の
魅
力
と

豊
か
さ
を
持
つ
、
子
ど
も
の
永
遠
の
友
だ

ち
で
す
ね
。�

（
つ
づ
く
）

22

一
月
は
絵
本
「
ち
び
ゴ
リ
ラ
の
ち
び
ち
び
」
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

新潟大学名誉教授
間藤　侑



私幼時報／2012.1 ― 11 ―

石
川
県
私
立
幼
稚
園
協
会
の
振
興
部
会

の
活
動
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

県
内
に
は
幼
稚
園
が
70
園
あ
り
ま
す
が
、

私
立
64
園
に
対
し
国
公
立
は
６
園
し
か
な

く
、
石
川
の
幼
児
教
育
は
、
95
％
あ
ま
り

を
私
た
ち
、
私
立
幼
稚
園
が
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
県
の
担
当
課
の
方
も
よ

く
理
解
し
て
く
だ
さ
り
、
年
１
、
２
回
、

本
協
会
理
事
と
勉
強
会
を
行
な
う
な
ど
し

て
、
互
い
の
要
望
や
、
抱
え
る
問
題
等
を

議
論
し
あ
い
、
友
好
な
関
係
を
築
い
て
き

て
い
ま
す
。
本
協
会
の
加
盟
園
の
地
域
構

成
は
、
金
沢
市
と
そ
の
近
郊
を
交
え
た
金

沢
支
部
に
、
そ
れ
よ
り
北
を
能
登
支
部
、

南
を
加
南
支
部
と
分
け
、
協
会
全
体
の
動

き
と
連
動
し
な
が
ら
、
各
支
部
で
も
研
修

等
を
独
自
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は

さ
ら
に
そ
れ
ら
を
細
分
化
し
、「
市
町
対

策
協
議
会
」
な
る
も
の
を
立
ち
上
げ
、
各

市
町
の
代
表
の
園
長
に
参
加
を
呼
び
か

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
や
、
抱
え
て
い
る

問
題
等
、意
見
交
換
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
会
が
き
っ
か
け
で
、
各
市
町
の
助
成

や
、
就
園
奨
励
費
補
助
金
の
格
差
が
浮
き

彫
り
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
に
お
い

て
取
る
べ
き
方
策
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
新
規
事
業
と
し
て
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
、
豊
か
な
心
を
育
む
活

動
と
し
て
、
今
夏
か
ら
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

運
動
」
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
運
動
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
、

そ
の
売
却
益
で
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に

ワ
ク
チ
ン
を
送
ろ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

世
界
の
途
上
国
で
は
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
ず
毎
日
４
千
人
も
の
子
ど
も
た
ち
が
感

染
症
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
に
幼
稚
園
が
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
エ
コ
に
つ
い
て

の
み
な
ら
ず
、
人
道
支
援
と
い
う
観
点
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
時
間
が
持
た

れ
、
現
在
で
は
各
幼
稚
園
が
地
域
で
こ
の

活
動
の
拠
点
と
な
り
、
そ
の
輪
を
広
げ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

（
石
川
県
私
立
幼
稚
園
協
会
振
興
委
員
長
、

小
松
市
・
な
か
よ
し
幼
稚
園
／
遠
州
賢
）

和
歌
山
県
私
立
幼
稚
園
協
会
の
本
年
度

の
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
に
続
き
教
員

資
質
向
上
を
重
点
課
題
に
か
か
げ
、
教
育

研
修
研
究
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
実
施

し
た
事
業
と
し
て
新
規
採
用
教
員
園
外
研

修
５
日
間
、
設
置
者
園
長
教
頭
主
任
を
対

象
と
し
た
研
修
会
３
日
間
、
そ
の
他
子
ど

も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
内
容

理
解
の
た
め
の
研
修
会
、
保
護
者
対
象
と

し
て
「
人
権
教
育
」
や
、「
か
し
こ
い
子

ど
も
を
育
て
る
」
と
題
し
た
講
演
会
な
ど

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
残
る
は
来
年

１
月
早
々
に
開
催
予
定
の
私
立
幼
稚
園
教

員
研
修
大
会
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
振
興
部
主
催
に
よ
り
ま
す
「
知

事
さ
ん
と
教
育
を
語
る
会
」
本
年
第
２
回

目
を
開
催
し
、
教
育
研
究
委
員
よ
り
幼
稚

園
教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
意
見
発

表
を
行
な
い
、
知
事
さ
ん
に
幼
稚
園
教
育

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

就
中
一
人
の
園
長
か
ら
、
県
教
育
委
員

会
主
催
の
新
規
採
用
教
員
の
研
修
会
に
つ

い
て
、
新
任
教
員
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
講

座
中
心
の
研
修
会
が
実
施
さ
れ
て
い
て
不

適
切
で
あ
る
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
幼
児
教
育
の
現
場
や
幼
児
理
解

が
十
分
で
な
い
中
で
の
研
修
内
容
で
、
新

採
用
教
員
が
明
日
か
ら
保
育
に
役
立
つ
研

修
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

知
事
さ
ん
は
こ
の
こ
と
を
胸
に
と
め

て
、
直
ち
に
県
教
育
長
に
現
状
の
内
容
調

査
を
命
じ
、
不
十
分
で
あ
る
な
ら
直
ち
に

改
善
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
研
修
会
に
は
事
前
協
議
会
を
設

置
し
て
私
学
か
ら
も
委
員
を
参
加
さ
せ
て

欲
し
い
旨
要
望
し
て
い
ま
す
。
知
事
さ
ん

の
一
声
が
こ
の
現
状
を
打
破
す
る
こ
と
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

社
会
不
安
と
混
迷
を
極
め
る
社
会
に

あ
っ
て
も
私
た
ち
は
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な

か
」
社
会
を
め
ざ
し
健
や
か
な
成
長
を
願

い
な
が
ら
日
々
の
保
育
を
積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
あ
っ
て
い
ま
す
。（
和

歌
山
県
私
立
幼
稚
園
協
会
理
事
長
、
有
田

郡
湯
浅
町
・
湯
浅
幼
稚
園
／
松
下
瑞
應
）

“
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
”
を
展
開

「
育
て
る
仕
事
」
の
再
認
識
を
め
ざ
し
て

　
　

石
川
県
か
ら
の
お
た
よ
り

石川県メモ
面積：4,185.66km²
県の鳥:イヌワシ
県の木:あて（能登ヒバ）
県の花:クロユリ
県の魚:春サヨリ､ カレイ/夏イカ/秋ア
マエビ/冬ズワイガニ･コウバコガニ､ ブリ

　
　

和
歌
山
県
か
ら
の
お
た
よ
り

和歌山県メモ
面積：4,726.29km²
県の鳥:めじろ
県の木:うばめがし
県の魚:まぐろ
県の花:うめ
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新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
今
な
お
、

不
安
な
状
況
を
抱
え
て
い
る
地
区
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
は
穏
や
か
な

年
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
◆
幼
稚

園
を
取
り
巻
く
状
況
が
目
ま
ぐ
る
し
く
動

い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
幼
稚
園
が
預

か
り
保
育
や
満
３
歳
児
保
育
を
始
め
た
こ

ろ
か
ら
変
わ
り
始
め
た
よ
う
に
思
え
ま

す
。
そ
し
て
、
預
か
り
保
育
を
実
施
し
た

か
ら
今
幼
稚
園
が
保
育
所
と
競
合
で
き
て

い
る
一
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
◆
学
校
５

日
制
が
定
着
し
た
か
と
思
っ
た
ら
、
逆
に

土
曜
日
や
長
期
休
暇
中
の
預
か
り
保
育
実

施
園
も
気
が
つ
く
と
増
え
て
き
ま
し
た
。

特
に
都
市
部
に
お
い
て
待
機
児
童
解
消
策

に
よ
り
保
育
所
数
を
増
や
し
た
り
、
株
式

会
社
が
保
育
所
参
入
し
た
り
し
て
、
世
の

中
は
長
時
間
預
か
る
施
設
が
歓
迎
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
◆
今
年
は
未
来
の

幼
稚
園
の
役
割
は
何
か
を
個
々
園
で
、
各

地
区
で
考
え
て
い
く
年
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
幼
稚
園
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ

て
い
る
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
本
当
に
子
ど

も
が
真
ん
中
の
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。�（
調
査
広
報
委
員
・
田
澤
茂
）

平成23年度（第12回）　免許状更新講習の認定一覧
�●選択領域「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」に関する免許状更新講習
講習の 
開催地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定 

番号

宮城県
仙台市

本講習は、①幼児の発達を環境の領域から考察するとと
もに、科学の芽生えを培う保育を考える②「いのちを学
ぶ保育」「学びの連続性」「望ましい幼児のあそびと生活」
をテーマに、子どもの育ちについて講義等を行います。

大隅典子（東北大学大学院医学系
研究科教授）村山十五（仙台白百
合女子大学非常勤講師）小野真喜
子（聖和学園短期大学教授）

6 時間 平成 24 年 3 月 28 日 50 人
平 23-
81340-
56523 号

神奈川県
横浜市

本講習は、幼稚園教育に携わる教員としての資質の向上を
目指し、「幼児理解を深めるための保育記録の取り方及び活
かし方」などについて学ぶことを中心に講習等を行います。

佐藤　康富（鎌倉女子大学准教授）
6 時間 平成 24 年 3 月 21 日 10 人

平 23-
81340-
56524 号

大阪府
大阪市

「人間観と保育のみとり」教える内容が決まっていない
幼児教育において、子ども自身が織りなす毎日の生活や
遊びの中で、子どもの自身の内面に発生する様々な心情
の揺れ動きや意欲、葛藤や態度の形成などを見取ること
はことのほか重要である。そして、そのみとる行為は、
保育者自身の人間観｀に依拠することを、事例を通して
学び、保育の質評価につなげたい。

安家周一（（財）全日本私立幼稚
園幼児教育研究機構副理事長、梅
花女子大学特任教授、学校法人あ
けぼの学園理事長） 6 時間 平成 24 年 3 月 28 日 150 人

平 23-
81340-
56522 号

開発・販売 発売元

ネットワーク対応を強化！
会計・減価償却・給与・小口現金のシステム間の
連動機能の他、経営分析資料の提供を実現しました。

新  登  場 !!

経営分析参考資料
会計基準、減価償却、給与計算の各シス
テムで、経営に関わる参考資料が印刷
出来るようになりました！

ネットワーク
インターネットが使える環境なら、どこでも、チャッピー
をご使用頂けます。会計システムやデータが入っていない
チャッピーからでも、伝票入力や帳票印刷等を行えます
※事前設定およびシステム利用料が必要です。学校法人会計

2011年2月リリース予定
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4．日本スポーツ振興センターの災害共済給付制度について

１　日本スポーツ振興センター

日本スポーツ振興センター（以下「センター」という）は、独立行政法人通則法（平

成11年法律第103号）及び独立行政法人日本スポーツ振興センター法（平成14年法律第

162号）に基づき平成15年10月1日に設立された独立行政法人です。（日本体育・学校

健康センターから移行）

２　災害共済給付制度とは

「災害共済給付制度」は、幼稚園の管理下で、災害（負傷、疾病、傷害又は死亡）が

発生したときに、災害共済給付（医療費傷害見舞金又は死亡見舞金の給付）を行う、

国・園設置者・保護者の三者による園児のための互助共済制度です。給付金の種類

等は次の表のとおりです。

免責の特約

災害共済給付契約には、幼稚園の管理下における園児の災害について幼稚園の設置者の損害賠償責

任が発生した場合に、センターが災害共済給付を行うことによって、その価額の限度で幼稚園の設置

者の責任を免れさせる特約（免責の特約）を付けることができます。

この場合、幼稚園の設置者は、免責の特約についての共済掛金を負担することになります。

（共済掛金〈園児一人当り〉：年額270円（免責特約なし）、年額295円（免責特約付））

３　日本スポーツ振興センターと幼稚園賠償責任保険の関係

センターの災害共済制度に加入している園の場合、JK保険の幼稚園賠償責任保険は、同センターの

上乗せ保険であり、同センターから給付を受けた部分については、保険の対象とはなりません。

本内容は平成17年12月現在の内容です。
注）詳細は（独）日本スポーツ振興センターのホームページをご参照願います。

災害の種類 災 害 の 範 囲 給 付 金 額

負　　傷
幼稚園の管理下の事故によるもので、療養に要した費用の額が5,000
円以上のもの

医療費
・医療保険なみの療養に要する費用の額の
4／10（そのうち1／10の分は、療養に伴っ
て要する費用として加算される分）
ただし、高額療養費の対象となる場合は、
自己負担となる額（所得区分により限度
が定められている。）に、「療養に要する
費用月額」の1／10を加算した額
・入院時食事療養費の標準負担額及び外来
に係る薬剤一部負担額がある場合はその
額を加算

障害見舞金
3,770万円～82万円〔通園中の災害の場合
1,885万円～41万円〕

死亡見舞金
2,800万円〔通園中の場合1,400万円〕

死亡見舞金
1,400万円〔通園中の場合も同額〕

死亡見舞金
2,800万円

疾　　病

障　　害

死　　亡

幼稚園の管理下の行為によるもので、療養に要した費用の額が5,000
円以上のもののうち、文部科学省令で定めるもの
・幼稚園給食等に因る中毒　・ガス等に因る中毒　・日射病
・溺水　・異物の嚥下　・漆等による皮膚炎　・外部衝撃等に
よる疾病　・負傷に因る疾病

幼稚園の管理下の負傷及び上欄の疾病が治った後に残った障害で、
その程度により1級から14級に区分される。

幼稚園の管理下の事故による死亡及び上欄の疾病に直接起因する死
亡

幼稚園の管理下において運動などの行為と関連なしに発生した
もの

幼稚園の管理下において運動などの行為が起因あるいは誘因と
なって発生したもの

突
　
然
　
死

園児が園の管理ミスで死亡、5,000万円で示談した場合の保険金支払 
（イ）センターに免責特約なし（270円）で加入している場合 

園　　児 

幼 稚 園  

センター 

保険会社 

2,200万円 2,800万円 

（JK保険の幼稚園賠償責任保険に加入） 

2,800万円 

5,000万円 

一免責金額（2,000円） 

一免責金額（2,000円） 

センターは園児に給付するが、その後幼稚園に求償 
を行なう。 

（ロ）センターに免責特約付（295円）で加入している場合 

園　　児 

幼 稚 園  

センター 

保険会社 

2,200万円 

（JK保険の幼稚園賠償責任保険に加入） 

2,800万円 

2,200万円 

センターは園児に給付するが、幼稚園に求償をしな 
い。 

☆　センターでは幼稚園の管理下であれば疾病による突然死等も支払いの対象となっています。 

4．日本スポーツ振興センターの災害共済給付制度について

１　日本スポーツ振興センター

日本スポーツ振興センター（以下「センター」という）は、独立行政法人通則法（平

成11年法律第103号）及び独立行政法人日本スポーツ振興センター法（平成14年法律第

162号）に基づき平成15年10月1日に設立された独立行政法人です。（日本体育・学校

健康センターから移行）

２　災害共済給付制度とは

「災害共済給付制度」は、幼稚園の管理下で、災害（負傷、疾病、傷害又は死亡）が

発生したときに、災害共済給付（医療費傷害見舞金又は死亡見舞金の給付）を行う、

国・園設置者・保護者の三者による園児のための互助共済制度です。給付金の種類

等は次の表のとおりです。

免責の特約

災害共済給付契約には、幼稚園の管理下における園児の災害について幼稚園の設置者の損害賠償責

任が発生した場合に、センターが災害共済給付を行うことによって、その価額の限度で幼稚園の設置

者の責任を免れさせる特約（免責の特約）を付けることができます。

この場合、幼稚園の設置者は、免責の特約についての共済掛金を負担することになります。

（共済掛金〈園児一人当り〉：年額270円（免責特約なし）、年額295円（免責特約付））

３　日本スポーツ振興センターと幼稚園賠償責任保険の関係

センターの災害共済制度に加入している園の場合、JK保険の幼稚園賠償責任保険は、同センターの

上乗せ保険であり、同センターから給付を受けた部分については、保険の対象とはなりません。

本内容は平成17年12月現在の内容です。
注）詳細は（独）日本スポーツ振興センターのホームページをご参照願います。

災害の種類 災 害 の 範 囲 給 付 金 額

負　　傷
幼稚園の管理下の事故によるもので、療養に要した費用の額が5,000
円以上のもの

医療費
・医療保険なみの療養に要する費用の額の
4／10（そのうち1／10の分は、療養に伴っ
て要する費用として加算される分）
ただし、高額療養費の対象となる場合は、
自己負担となる額（所得区分により限度
が定められている。）に、「療養に要する
費用月額」の1／10を加算した額
・入院時食事療養費の標準負担額及び外来
に係る薬剤一部負担額がある場合はその
額を加算

障害見舞金
3,770万円～82万円〔通園中の災害の場合
1,885万円～41万円〕

死亡見舞金
2,800万円〔通園中の場合1,400万円〕

死亡見舞金
1,400万円〔通園中の場合も同額〕

死亡見舞金
2,800万円

疾　　病

障　　害

死　　亡

幼稚園の管理下の行為によるもので、療養に要した費用の額が5,000
円以上のもののうち、文部科学省令で定めるもの
・幼稚園給食等に因る中毒　・ガス等に因る中毒　・日射病
・溺水　・異物の嚥下　・漆等による皮膚炎　・外部衝撃等に
よる疾病　・負傷に因る疾病

幼稚園の管理下の負傷及び上欄の疾病が治った後に残った障害で、
その程度により1級から14級に区分される。

幼稚園の管理下の事故による死亡及び上欄の疾病に直接起因する死
亡

幼稚園の管理下において運動などの行為と関連なしに発生した
もの

幼稚園の管理下において運動などの行為が起因あるいは誘因と
なって発生したもの

突
　
然
　
死

園児が園の管理ミスで死亡、5,000万円で示談した場合の保険金支払 
（イ）センターに免責特約なし（270円）で加入している場合 

園　　児 

幼 稚 園  

センター 

保険会社 

2,200万円 2,800万円 

（JK保険の幼稚園賠償責任保険に加入） 

2,800万円 

5,000万円 

一免責金額（2,000円） 

一免責金額（2,000円） 

センターは園児に給付するが、その後幼稚園に求償 
を行なう。 

（ロ）センターに免責特約付（295円）で加入している場合 

園　　児 

幼 稚 園  

センター 

保険会社 

2,200万円 

（JK保険の幼稚園賠償責任保険に加入） 

2,800万円 

2,200万円 

センターは園児に給付するが、幼稚園に求償をしな 
い。 

☆　センターでは幼稚園の管理下であれば疾病による突然死等も支払いの対象となっています。 本内容は平成20年4月現在の内容です。
注）詳細は（独）日本スポーツ振興センターのホームページをご参照願います。

障

額が定められている。）に、「療養に要す
る費用月額」の1/10を加算した額熱中症

由

11-T-08734
2011 年 12月作成

（医療費・障害見舞金又は死亡見舞金の給付）を行う、

　　　　　（幼稚園に一時的な財政負担が生じる）

返還なし

免責の特約
災害共済給付契約には、幼稚園の管理下における園児の災害について幼稚園の設置者の損害賠償責
任が発生した場合に、センターが災害共済給付を行うことによって、その価額の限度で幼稚園の設置
者の責任を免れさせる特約（免責の特約）を付けることができます。
この場合、幼稚園の設置者は、免責の特約についての共済掛金を負担することになります。	 	

（共済掛金〈園児一人当り〉：年額270円（免責特約なし）、年額295円（免責特約付））

3 　日本スポーツ振興センターと幼稚園賠償責任保険の関係
センターの災害共済制度に加入している園の場合 JK保険の幼稚園賠償責任保険との関係は、下記
のようになります。

（例）
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引受保険会社：エース損害保険㈱
型

保険の種類 D　型 C　型 B天災型 A天災型

●

園
児
の
保
護
者
が
加
入

■　園児 24 保険
	（こども総合保険）

死 亡
後 遺 障 害
入院（1日について）※1

通院（1日について）
育 英 費 用
賠 償 責 任
救援者費用
入院医療保険金

・O-157等の特定感染症危険担保特約およびサルモネラ食中毒等の細菌
性食中毒担保特約がセットされています

・熱中症危険担保特約がセットされています
60万円
300万円
3, 300円
1, 700円
92万円

3, 000万円
30万円
―

60万円
300万円
4, 000円
2, 200円
100万円
5, 000万円
55万円
―

70万円
350万円
5, 000円
2, 500円
110万円
7, 000万円
100万円
―

50万円
200万円
5, 000円
3, 100円
110万円
1億円

150万円
3, 000円

保険料 1 名当り 5, 000円 6, 000円 8, 000円 10, 000円
※1　手術保険金のお支払額は、手術の種類に応じて入院保険金日額の10倍、20倍または40倍となります。

引受保険会社：㈱損害保険ジャパン
型

保険の種類 D　型 C天災型 B天災型 A天災型

●

園
児
の
保
護
者
が
加
入

■　園児 24 保険
	（こども総合保険）

死亡・後遺障害
入院（1日について）※1

通院（1日について）
育 英 費 用
賠 償 責 任
（免責なし）
救援者費用
入院医療保険金

・O-157等の特定感染症危険担保特約およびサルモネラ食中毒等の細菌
性食中毒担保特約がセットされています

・熱中症危険担保特約がセットされています
408, 2万円
3, 300円
2, 000円
63万円

3, 000万円

30万円
―

372, 6万円
4, 000円
2, 000円
53万円

3, 000万円

55万円
―

462, 8万円
5, 000円
2, 900円
100万円
5, 000万円

135万円
―

176, 5万円
6, 000円
3, 800円
130万円
7, 000万円

255万円
4, 000円

保険料 1 名当り 5, 000円 6, 000円 8, 000円 10, 000円
※1　手術保険金のお支払額は、手術の種類に応じて入院保険金日額の10倍、20倍または40倍となります。

型
保険の種類 S　型 S天災型 D　型 D天災型 U天災型 医療補償型

●

園
児
の
保
護
者
が
加
入

■　園児 24 保険
　　　　　		（※）
〈職種級別A〉

死　　　亡・
後 遺 障 害
入 院 日 額※1

通 院 日 額
賠 償 責 任
（記録情報限度額：500万円）
天災危険補償
入院医療保険金

・O-157 等の特定感染症危険担保特約およびサルモネラ食中毒等の細菌
性食中毒担保特約がセットされています（ただし、特定感染症につ
いては死亡保険金の支払対象とはなりません。また、地震等を原因
とした特定感染症はお支払対象となりません。）

・熱中症危険担保特約がセットされています
284万円

3, 700円
2, 500円

3, 000万円

―
―

346万円

3, 200円
2, 200円

3, 000万円

○
―

386万円

5, 000円
3, 500円

5, 000万円

―
―

359万円

4, 800円
3, 300円

5, 000万円

○
―

351万円

6, 000円
4, 200円
1億円

○
―

215万円

4, 800円
4, 000円
1億円

○
5, 000円

保険料 1 名当り 5, 500円 6, 000円 7, 500円 8, 000円 9, 500円 10, 000円
（※）　	正式な保険種類の名称（こども総合保険）
※1　手術保険金のお支払額は、手術の種類に応じて入院保険金日額の10倍、20倍または40倍となります。

引受保険会社：三井住友海上火災保険㈱
●

教
職
員
が
加
入

■　24時間教職員傷
害保険
（夫婦特約付帯 	
家族傷害保険）
〈職種級別A〉

〈
本
人
〉

死　亡　・後 遺 障 害 900万円 ※保険料は被保険者ご本人の職種級別によっ
て異なります。左記保険料は職種級別A（教
職員等）の方を対象にしたものです。それ
以外の職種の方は、取扱代理店にお問い合
わせください。

入院日額※1 10, 000円
通 院 日 額 5, 000円

〈
配
偶
者
〉

死　亡　・後 遺 障 害 847万円
入院日額※1 8, 000円
通 院 日 額 4, 000円

保　険　料 23, 000円
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3．個別契約について

◆個別契約は、教職員、園児の保護者が加入する保険です。
◆引受保険会社によって、保険種類・型・補償内容が異なります。

◆各保険種類の内容については、引受保険会社の地区サービス代理店から説明を受けてください。

◆地区サービス代理店（現地代理店）から加入手続きの案内がなされますので、それに従い、教職員・園児の保護者に保険種

類・型を選択していただくようご案内ください。

1．保険金額＆保険料表

1．引受保険会社：東京海上日動火災保険㈱ OR 三井住友海上火災保険㈱

蘆
教

職

員

が

加

入

蘆
園

児

の

保

護

者

が

加

入

■　24時間教職員傷

害保険

（夫婦特約付帯

家族傷害保険）

S 型

入 院 日 額

通 院 日 額

入 院 日 額

通 院 日 額

2, 398. 4万円

9, 000円

6, 000円

1, 683. 3万円

6, 000円

4, 000円

死 亡 ・
後 遺 障 害

〈
配

偶

者
〉

保 険 料 23, 000円

〈
本
　
　
人
〉

死 亡 ・
後 遺 障 害

D 型

入 院 日 額

通 院 日 額

入 院 日 額

通 院 日 額

4, 796. 8万円

18, 000円

12, 000円

3, 366. 6万円

12, 000円

8, 000円

死 亡 ・
後 遺 障 害

〈
配

偶

者
〉

保 険 料 46, 000円

〈
本
　
　
人
〉

死 亡 ・
後 遺 障 害

※生計維持者（本人）が危険

度の高い職業に就かれてい

る場合、保険金を減額して

お支払いすることがありま

す。

型

保険の種類

■　園児24保険
（※）

死　　　亡・
後 遺 障 害

熱中症・細菌性食物中
毒による死亡後遺障害

入 院 日 額

通 院 日 額

賠 償 責 任

葬 祭 費 用
（O-157）

■　PTA総合保険
PTA団体傷害保険
付帯普通傷害保険
＋PTA賠償責任

保険

園児だけでなく
PTA行事参加
中 の 父 母 の 方
（PTA会員の方）
も補償されます。

PTA団体傷害保険とPTA管理者賠償責任保険をセットしたものです。

①　PTA管理者賠償責任保険 ②　PTA団体傷害保険

PTA行事とは、日本国内において、PTAが主催または共催する行事で、PTA総会役員会等

PTA会則（名称の如何を問いません）に基づく手続きを経て決定されたものをいいます。

321. 6万円

221. 6万円

3, 200円

2, 000円

3, 000万円

300万円

5, 500円保険料 1名当り

S 型

317. 6万円

217. 6万円

3, 000円

2, 000円

3, 000万円

300万円

6, 000円

S 型
天災付き

408. 1万円

308. 1万円

4, 400円

2, 900円

3, 000万円

300万円

7, 500円

D 型

382. 3万円

282. 3万円

4, 200円

2, 800円

3, 000万円

300万円

8, 000円

D 型
天災付き

483. 7万円

383. 7万円

5, 700円

3, 800円

3, 000万円

300万円

9, 500円

U 型

482. 3万円

382. 3万円

5, 300円

3, 500円

3, 000万円

300万円

10, 000円

U 型
天災付き

（ ） 蘆 活動危険対人 １名 3,000万円

１事故 ２億円（免責千円）

対物１事故 100万円（免責千円）

蘆 保管物危険対物、加害会員1名につき 10万円

保険期間通算 500万円

（免責5,000円）

死亡・後遺障害 2,453千円

入　院　日　額 2,000円

通　院　日　額 1,200円

・O-157等の特定感染症危険担保特約およびサルモネラ食中毒等の細菌
性食物中毒担保特約が自動付帯されています

・熱中症危険担保特約が自動付帯されています

保険料
①　会員１世帯につき 8円

②　会員１世帯につき 92円

（※） 正式な保険種類の名称
東京海上日動⇒普通傷害保険＋こども総合保険
三井住友海上⇒賠償責任保険特約付帯普通傷害保険（ ）

●

P
T
A

が
加
入

■　PTA総合保険 PTA団体傷害保険とPTA管理者賠償責任保険をセットしたものです。

傷害保険につ
いては園児だけ
でなくPTA行事
参加中の保護
者の方（PTA会
員の方）も補償
されます。

①　PTA管理者賠償責任保険
●活動危険対人	 1 名につき	 3, 000万円まで）
	 1 事故につき	 2 億円まで	（免責金額1事故につき1,000円）
	 対物 1 事故につき	 100万円まで	（免責金額1事故につき1,000円）
●保管物危険対物、加害会員1名につき	 10万円まで）
　　　　　　　　保険期間通算	 500万円まで）
	 （免責金額1事故につき5,000円）

②　PTA団体傷害保険
	 死亡・後遺障害	 245. 3万円
	 入 院 日 額※1	 2, 000円
	 通　院　日　額	 1, 200円
　　　
　　　　①　会員１世帯につき	　 8円
　　　　②　会員１世帯につき	　92円

PTA行事とは、日本国内において、PTAが企画・立案し主催または共催（＊1）する行事で、PTA総会
役員会等PTA会則（名称の如何を問いません）に基づく手続きを経て決定されたものをいいます。
（＊1）共催する行事は、PTA団体傷害についてのみです。

※1　手術保険金のお支払額は、手術の種類に応じて入院保険金日額の10倍、20倍または40倍となります。

（ ）
PTA団体傷害保険特約
（B）付帯普通傷害保険
＋PTA賠償責任保険
（児童・生徒賠償責
任不担保特約付帯）

保険料

1．保険金額＆年間保険料表

◆個別契約は、教職員、園児の保護者、PTAが加入する保険です。
◆引受保険会社によって、保険種類・型・補償内容が異なります。
◆各保険種類の内容については、引受保険会社の地区サービス代理店から説明を受けてください。
◆地区サービス代理店（現地代理店）から加入手続きの案内がなされますので、それに従い、教職員・園児の保護者・PTAに	
保険種類・型を選択していただくようご案内ください。

引受保険会社：東京海上日動火災保険㈱ OR 三井住友海上火災保険㈱

引受保険会社：東京海上日動火災保険㈱

型
保険の種類

S　型 S天災型 D　型 D天災型 U天災型 疾病補償型

●

園
児
の
保
護
者
が
加
入

■　園児 24 保険
　　　　　		（※）
〈職種級別A〉

死　　　亡・
後 遺 障 害
入 院 日 額※1

通 院 日 額
賠 償 責 任
（記録情報限度額：500万円）
天災危険補償
入 院 医 療
保険金日額

・O-157 等の特定感染症危険担保特約およびサルモネラ食中毒等の細
菌性食中毒等担保特約がセットされています（ただし、特定感染症
については死亡保険金および手術保険金の支払対象とはなりません。
また、地震等を原因とした特定感染症はお支払対象となりません。）

・熱中症危険担保特約がセットされています
284万円
3, 700円
2, 500円

3, 000万円まで
―
―

335万円
3, 200円
2, 200円

3, 000万円まで
○
―

386万円
5, 000円
3, 500円

5, 000万円まで
―

―

344万円
4, 800円
3, 300円

5, 000万円まで
○

―

331万円
6, 000円
4, 200円

1億円まで
○
―

338万円
4, 800円
3, 900円

1億円まで
○

5, 000円

保険料 1 名当り 5, 500円 6, 000円 7, 500円 8, 000円 9, 500円 10, 000円
（※）　	正式な保険種類の名称（こども総合保険）
※1　手術保険金のお支払額は、手術の種類に応じて入院保険金日額の10倍、20倍または40倍となります。

●

教
職
員
が
加
入

■　24時間教職員傷
害保険
（夫婦特約付帯 	
家族傷害保険）
〈職種級別A〉

〈
本
人
〉

死　亡　・後 遺 障 害 1, 700万円 ※保険料は被保険者ご本人の職種級別によっ
て異なります。左記保険料は職種級別A（教
職員等）の方を対象にしたものです。それ
以外の職種の方は、取扱代理店にお問い合
わせください。

入院日額※1 12, 000円
通 院 日 額 6, 000円

〈
配
偶
者
〉

死　亡　・後 遺 障 害 1, 220万円
入院日額※1 9, 000円
通 院 日 額 4, 000円
保　険　料 23, 000円
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引
受
保
険
会
社
：
エ
ー
ス
損
害
保
険
㈱	

又
は	

㈱
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

型　　
保険の種類

■　労 災 上 乗 せ 保 険
（労働災害総合保険）

S　　型 D　　型
◇死亡・後遺障害（＊1）	 500万円
休業４日目以降（＊2）
１日につき	 1, 000円
災害付帯費用（＊1）	 40・10・5万円

◇死亡・後遺障害（＊1）	 1, 000万円
休業４日目以降（＊2）
１日につき	 2, 000円
災害付帯費用（＊1）	 40・10・5万円

（＊1）後遺障害の等級により変わります。詳細については、パンフレットをご覧ください。
（＊2）賃金を受けない休業日

◆保険料（教職員１名当り）	1,230円 ◆保険料（教職員１名当り）	2,230円

■　行事参加者の傷害保険
（行事参加者の傷害危険 	
担保特約付帯普通傷害保険）

S　　型

◇死亡・後遺障害	 100万円　
◇入院日額	 1, 500円　
◇通院日額	 1, 000円　

（例）

Ａ行事：遠足、ハイキング、芋掘り、懇親会	 等々

Ｂ行事：運動会、フィールドアスレチック	 等々

◇保険料

Ａ行事： 9円×	 ×	 ＝	 Ａ

Ｂ行事：45円×	 ×	 ＝	 Ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　合計保険料　　　　　　　　　Ａ＋Ｂ

１行事平均人数	 年間行事数	 保険料

<基本契約②>

引
受
保
険
会
社
：
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱	

又
は	

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

型　　
保険の種類

■　労 災 上 乗 せ 保 険
（労働災害総合保険）
（法 定 外 補 償 保 険）

◇死亡・後遺障害（＊1）	 1, 000万円

休業４日目以降（＊2）
１日につき	 2, 000円

災害付帯費用（＊1）	 40・10・5万円

◆保険料（教職員１名当り）	 2,230円

■　教職員傷害保険
（就業中のみの危険担保 				
特約付帯普通傷害保険）

S　　型 D　　型
東
京
海
上
日
動
火
災

◇死亡・後遺障害	 245万円　
	 （＊502万円）
◇入院日額※1	 7, 000円　
	 （＊5, 700円）
◇通院日額	 4, 600円　
	 （＊3, 800円）

◇死亡・後遺障害	 670万円　
	 （＊871万円）
◇入院日額※1	 9, 000円　
	 （＊7, 500円）
◇通院日額	 6, 000円　
	 （＊5, 000円）

三
井
住
友
海
上
火
災

◇死亡・後遺障害	 157万円　
	 （＊410万円）
◇入院日額※1	 6, 000円　
	 （＊4, 000円）
◇通院日額	 3, 500円　
	 （＊3, 000円）

◇死亡・後遺障害	 357万円　
	 （＊657万円）
◇入院日額※1	 8, 000円　
	 （＊6, 000円）
◇通院日額	 5, 000円　
	 （＊4, 000円）

2
社
共
通

◇保険料（教職員１名あたり）
　天災危険補償なし	 2, 230円　
（天災危険補償あり	 3, 150円）

◇保険料（教職員1名あたり）
　天災危険補償なし	 3, 320円　
（天災危険補償あり	 4, 630円）

（＊）内は天災危険補償をセットした場合

（＊1）後遺障害の等級により変わります。詳細については、パンフレットをご覧ください。
（＊2）賃金を受けない休業日

※1　手術保険金のお支払額は、手術の種類に応じて入院保険金日額の10倍、20倍または40倍となります。
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2．基本契約について

◆基本契約は幼稚園が加入する保険です。
◆基本契約は、「基本契約①」と「基本契約②」に分かれており、合計７つの保険種類があります。

◆基本契約①は、引受保険会社四社（東京海上日動火災保険㈱、三井住友海上火災保険㈱、エース損害保険㈱、㈱損害保険ジ

ャパン）共通となっています。

◆基本契約②は、引受保険会社によって保険種類・型の設定が異なります。

◆各保険種類の内容については引受保険会社の地区サービス代理店から説明を受けてください。

1．保険金額＆保険料表

〈基本契約①〉

引
　
受
　
保
　
険
　
会
　
社

：

四
　
社
　
共
　
通

型
保険の種類

S 型 D 型

■　幼稚園賠償責任保険

（施設賠償責任保険
＋生産物賠償責任保険）

◇対人
１名 6, 000円
１事故 ４億円
（食中毒事故は年間 ４億円）
◇対物
１事故 200万円
◇免責金額（対人・対物共通）
１事故 2, 000円

◇対人
１名 １億円
１事故 ４億円
（食中毒事故は年間 ４億円）
◇対物
１事故 1, 000万円
◇免責金額（対人・対物共通）
１事故 2, 000円

◇死亡・後遺障害 112. 8万円

（113. 3万円）

◇入院日額 550円

◇通院日額 350円

◇死亡・後遺障害 166. 7万円

（159. 5万円）

◇入院日額 750円

◇通院日額 500円

◆保険料（園児１名当り） 40円 ◆保険料（園児１名当り） 45円

◆保険料（園児１名当り） 700円
（1, 000円）

◆保険料（園児１名当り） 1, 000円
（1, 400円）

◇死亡・後遺障害 112. 8万円

◇入院日額 550円

◇通院日額 350円

◇死亡・後遺障害 166. 7万円

◇入院日額 750円

◇通院日額 500円

◆保険料（園児１名当り） 700円

◇死亡・後遺障害 586. 6万円

◇入院日額 3, 000円

◇通院日額 2, 000円

◆保険料 乗車定員数×3, 000円
（※スクールバス１台当りの大人ベースの定

員が基準）

◆保険料（園児１名当り） 1, 000円

■　幼稚園団体傷害保険

（学校契約団体傷害保険
特約付帯普通傷害保険）

〈園管理下のみ担保、
預り保育を含む〉

O-157等の特定感染症危険
担保特約が自動付帯され
ています。（葬祭費用なし）

■　体験入園園児傷害保険

（学校契約団体傷害保険
特約付帯普通傷害保険）

〈園管理下のみ担保、
未就園児対象〉

O-157等の特定感染症危険
担保特約が自動付帯され
ています。（葬祭費用なし）

■　スクールバス傷害保険

（交通乗用具搭乗中の傷害危険
担保特約付帯普通傷害保険）

（ ）内は天災危険担保の場合

基本契約②は、引受保険会社によって保険種類・加入プランが異なります。
各保険種類の内容については引受保険会社の地区サービス代理店からご説明をさせていただきます。

※太枠内は、昨年度と内容を変更しております。

◇対人
　１名	 １億円　
　１事故	 ４億円　
　（食中毒事故は年間	 ４億円）
◇対物
　１事故	 1, 000万円　
◇免責金額（対人・対物共通）
　１事故	 5, 000円　

＊

◇死亡・後遺障害	 112. 8万円　
	 （＊113. 3万円）
◇入院日額	 550円　
◇通院日額	 350円　

（＊

100円 105円

1．保険金額＆年間保険料表

乗車定員数※

（＊1, 000円） （＊1, 400円）

<基本契約①>

引

受

保

険

会

社
：
四

社

共

通

型　　
保険の種類

■　幼稚園賠償責任保険
（施設賠償責任保険
＋生産物賠償責任保険）

S　　型 D　　型
●施設賠償責任保険
◇対人
1名につき	 1億円まで
1事故につき	 4億円まで

◇対物
1事故につき	 1, 000万円まで

◇免責金額（対人・対物ともに）
1事故につき	 5, 000円　　

●生産物賠償責任保険
◇対人
1名につき	 1億円まで
1事故・保険期間中につき	 4億円まで

◇免責金額
1事故につき	 5, 000円　　

●施設賠償責任保険
◇対人
1名につき	 1億円まで
1事故につき	 4億円まで

◇対物
1事故につき	 1, 000万円まで

◇免責金額（対人・対物ともに）
1事故につき	 2, 000円　　

●生産物賠償責任保険
◇対人
1名につき	 1億円まで
1事故・保険期間中につき	 4億円まで

◇免責金額
1事故につき	 2, 000円　　

◆保険料（園児 1名当り）	 100円　 ◆保険料（園児 1名当り）	 105円　

■　幼稚園団体傷害保険
（学校契約団体傷害保険
特約付帯普通傷害保険）
〈園管理下のみ補償、
　　　預り保育を含む〉
O-157 等の特定感染症危険
担保特約がセットされて
います。（葬祭費用なし）

S　　型 D　　型 U　　型

◇死亡・後遺障害	 112. 8万円　
	 （＊113. 3万円）
◇入院日額※1	 550円　
◇通院日額	 350円　

◇死亡・後遺障害	 166. 7万円　
	 （＊159. 5万円）
◇入院日額※1	 750円　
◇通院日額	 500円　

◇死亡・後遺障害	 200. 5万円　
	 （＊165. 0万円）
◇入院日額※1	 2000円　
◇通院日額	 1300円　

◆保険料（園児および職員1名当り）
	 700円　
	 （＊1, 000円）

◆保険料（園児および職員1名当り）
	 1,000円　
	 （＊1,400円）

◆保険料（園児および職員1名当り）
	 2,000円　
	 （＊2,500円）

■　体験入園園児傷害保険
（学校契約団体傷害保険
特約付帯普通傷害保険）
〈園管理下のみ補償、
　　　　未就園児対象〉
O-157 等の特定感染症危険
担保特約がセットされて
います。（葬祭費用なし）

S　　型 D　　型 U　　型

◇死亡・後遺障害	 112. 8万円　
	 （＊113. 3万円）
◇入院日額※1	 550円　
◇通院日額	 350円　

◇死亡・後遺障害	 166. 7万円　
	 （＊159. 5万円）
◇入院日額※1	 750円　
◇通院日額	 500円　

◇死亡・後遺障害	 200. 5万円　
	 （＊165. 0万円）
◇入院日額※1	 2000円　
◇通院日額	 1300円　

◆保険料（園児および職員1名当り）
	 700円　
	 （＊1, 000円）

◆保険料（園児および職員1名当り）
	 1,000円　
	 （＊1,400円）

◆保険料（園児および職員1名当り）
	 2,000円　
	 （＊2,500円）

■　スクールバス傷害保険
（交通乗用具搭乗中の傷害危険
担保特約付帯普通傷害保険）

◇死亡・後遺障害	 586. 6万円　
◇入院日額※1	 3, 000円　
◇通院日額	 2, 000円　
◆保険料	 乗車定員数※2×3,000円
 （※2	スクールバス 1台当りの大人ベースの
定員が基準）

■　使用者賠償責任保険
（労働災害総合保険）

◇1災害につき	 1億円
1名につき	 1億円

◆保険料（教職員 1名当り）　　　1,000円

8

（＊）内は天災危険補償をセットした場合

（＊）内は天災危険補償をセットした場合

※1　手術保険金のお支払額は、手術の種類に応じて入院保険金日額の10倍、20倍または40倍となります。

平成24年度新規導入
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★加入の申し込みは　盧 加入依頼書については連合会に送付いただくか、もしくは地区サービス代理店
（現地代理店）へお渡しください。

盪 保険料については全日本私立幼稚園連合会事務局の指定する口座にお振込下さい。

藺保険内容問い合わせ先 〔引受保険会社〕

藺保険料振込用紙・
加入依頼書請求先

藺加入依頼書送付先

4．中途加入

４月１日以降の加入は中途加入としていつでも受け付けています。（保険始期は、保険料送金
日の翌日からとなります。）
引受保険会社専用の加入依頼書に必要事項を記入してお申し込みください。
保険料は中途加入月より月割保険料が適用されますのでご損にはなりません。

（具体例）10,000円× ＝5,000円

年間保険料10,000円で10月に中途加入の場合（残り月数６ヶ月）

5．変更手続き

加入した内容に変更が生じた場合（住所変更、人数の変更、中途加入者、中途脱退者など）、
全日私幼連事務局・地区サービス代理店（現地代理店）もしくは保険会社の支店、営業所にその
旨書面で申し出てください。

6．加入証

このＪＫ保険は、全日本私立幼稚園連合会および全日本私立幼稚園PTA連合会の団体契約で
すので保険証券（代表証券）は全日本私立幼稚園連合会および全日本私立幼稚園PTA連合会に
発行されますが、個々の幼稚園には発行されません。
そこで加入された園には加入の覚えとして加入証（申込後約２ヶ月くらいかかります。）を発

行しますので、申込時の郵便振替振込金受領証と合わせて大切に保管しておいて下さい。
注）損害保険料控除証明書をご希望の方は、担当の地区サービス代理店（現地代理店）もしくは、

保険会社にお申しつけ下さい。
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〈加入フロー図〉 

幼　稚　園  

保 険 会 社  

地区サービス代理店 
（現地代理店） 

全 日 本 私 立  
幼稚園連合会 
・PTA連合会 

（パンフレット・振込用紙送付） 

（団体契約の締結） 

④加入申込み 

①タイプの選択 
②加入内容の検討 
③保険会社の選択 

⑤加入証の送付 

加入申込受付期間 

保　険　期　間 

毎年１月～３月 

毎年４月１日から 
翌年の４月１日 
の　１　年　間 

東京海上日動火災保険株式会社
三井住友海上火災保険株式会社
株式会社損害保険ジャパン
エース損害 保険株式会社

ＴＥＬ０３－５２２３－２６０７
ＴＥＬ０３－３２５９－６６９３
ＴＥＬ０３－３３４９－４０２８
ＴＥＬ０３－５７４０－０７０８

全日本私立幼稚園連合会　事務局　宛
〒102－0073 東京都千代田区九段北４－２－25（私学会館）

ＴＥＬ ０３（３２３７）１０８０

加入申込受付期間

2012 年 1 月～ 3月
（中途加入も可能）

保 険 期 間

2012年 4月1日
午前0時から

（更新の場合は午後4時）
2013年の4月1日
午後4時までの1年間

　加入した内容に変更が生じた場合（住所変更、人数の変更、中途加入者、中途脱退者など、保
険種類により異なります。）、全日私幼連事務局・地区サービス代理店（現地代理店）もしくは引
受保険会社の支店、支社にその旨書面でお申し出ください。

5．変更手続き

　このＪＫ保険は、全日本私立幼稚園連合会および全日本私立幼稚園 PTA連合会の団体契約で
すので保険証券（代表証券）は全日本私立幼稚園連合会および全日本私立幼稚園 PTA連合会に
発行されますが、個々の幼稚園には発行されません。
　そこで加入された園には加入の証として加入証（加入後約 2ヶ月くらいかかります。）を発行
しますので、加入時の振替振込金受領証と合わせて大切に保管しておいて下さい。
※このご案内は全日本私立幼稚園連合会（JK保険）の保険制度の概要について紹介したものです。
保険の内容は、JK保険のパンフレットをご覧ください。また、ご加入にあたっては、必ず「重
要事項説明」をよくお読みください。詳細は全日本私立幼稚園連合会および全日本私立幼稚園
PTA連合会にお渡しする保険約款によります。保険約款内容の確認をご希望される場合には、
団体までご請求ください。また、JK保険の内容について、保険金のお支払条件その他ご不明
な点がありましたら地区サービス代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

6．加入証

4．中途加入
　４月１日以降の加入は中途加入としていつでも受け付けています。（保険責任の開始は、保険
料が振込まれた日の翌日以降のご指定いただいた日の午前 0時からとなります。）
　引受保険会社専用の加入依頼書に必要事項を記入してお申し込みください。
　保険料は中途加入月より月割保険料が適用されます。

（具体例）10,000円×　＝5,000円

年間保険料10,000円で10月に中途加入の場合（残り月数 6ヶ月）
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加入手続き、保険内容については、地区サービス代理店または引
受保険会社までお問い合わせください。
〔引受保険会社〕

◦保険内容問い合わせ先

全日本私立幼稚園連合会　事務局　宛
〒102-0073　東京都千代田区九段北 4‐2‐25（私学会館）

T E L　03（3237）1080

◦加入依頼書送付先

東京海上日動火災保険株式会社	 T E L	 03-3515-4133
担当課：公務第二部	公務第一課

三井住友海上火災保険株式会社	 T E L	 03-5282-8537
担当課：東京中央支店	東京第三支社

株式会社損害保険ジャパン	 T E L	 03-3349-4034
担当課：営業開発第二部	第二課

エ ー ス 損 害 保 険 株 式 会 社	 T E L	 03-5740-0716
担当課：A＆H本部	商品企画部

◦保険料振込用紙・
加入依頼書請求先

★加入の申し込みは	 ⑴　	加入依頼書については連合会に送付いただくか、もしくは地区サービス代理店
（現地代理店）へお渡しください。

	 ⑵　保険料については全日本私立幼稚園連合会事務局の指定する口座にお振込ください。

4月1日補償開始のためには3月30日までに申込手続き（加入依頼書の提出・保険料振込）が必要となりま
すので、よろしくお願いいたします。（締切日等申込手続きの詳細は地区サービス代理店にご相談ください）
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全日本私立幼稚園連合会の保険（全日私幼連保険制度）募集のご案内
☆募集期間は毎年１月～３月

本会では園児・教職員の安全確保による園の健全なる運営を祈念しているところですが現実には予想もでき
ない事故が幼稚園の内・外で起こり得ます。
本会では各園がこのような不測の事故などにも万全の対策を立て、安心して園児の教育活動に取り組めるよ
うよりよい保険制度（ＪＫ保険）の確立に取り組んでいます。
今回はこのＪＫ保険の概要をご説明させていただきますので何卒ご検討いただきご加入されることをおすす
めいたします。
なお詳細は引受保険会社の地区サービス代理店から説明を受けて下さい。

1．保 険 制 度 の 概 要

1．本制度の特長
本保険制度は、全日本私立幼稚園連合会が特に指名した、損害保険会社4社の協力を得て、加盟幼稚園のために開発し
た制度で、全日私幼連ならではの割引が適用された掛金になっております。また、2000年度より、O-157ばかりでなく
熱中症（日射病・熱射病）対策として補償内容をさらに充実したものに改善しておりますので、既にご加入になっている
園も、未だ採用を決めていない園も、内容を十分吟味検討し各園に最も適した条件でご利用いただくようご案内申し上げ
ます。

2．本制度の構成
本保険制度は、幼稚園が加入する「基本契約」と教職員や園児の保護者が加入する「個別契約」の2種類で構成されて
います。さらに「基本契約」は7つの保険種類、「個別契約」は3つの保険種類で構成されており、各々、幼稚園ならびに
教職員や園児の保護者をとりまく危険をカバーする内容となっています。

3．申し込み方法

【基本契約の補償イメージ図】 

■幼稚園賠償責任保険 

■行事参加者傷害保険 

・施設の所有・使用・管理に 
　起因する賠償事故 
・業務行為に起因する賠償事故 
・給食の食中毒等 

園が主催する各種行事 
への参加者のケガ 

教職員の災害に 
対する政府労災 
の補償不足 

スクールバス搭乗者 
（園児・保護者・教職 
員・運転手）のケガ 

■幼稚園団体傷害保険 

園管理下における園 
児のケガ（自宅と園 
との往復途上も含む） 体験入園園児（未就園児） 

の園管理下中のケガ 

■体験入園園児傷害保険 

■教職員傷害保険 

■スクールバス傷害保険 

■労災上乗せ保険 

幼稚園 

【個別契約の補償イメージ図】 

■24時間教職員傷害保険 

園児のケガ（24時間） 
日常生活における 
賠償事故 PTA主催行事の 

参加者のケガ 
PTA主催行事における 
第三者への賠償事故 教職員のケガ（24時間） 

■PTA総合保険 

■園児24保険 

教職員・園児・保護者 

基本契約の各保険種類の詳細内容につきましては、
2．基本契約について をご覧下さい。

個別契約の各保険種類の詳細内容につきましては、
3．個別契約について をご覧下さい。

【基本契約の流れ（加入者：幼稚園）】 

1． 加入する保険種類の選択 

2． 加 入 す る 型 の 選 択  

3． 加入依頼書・保険料の送付 

4． 手 　 続 　 き 　 完 　 了  

自園が採用する保険種類を選択します。 

選択した保険種類について、それぞれの型を選択 

します。 

約２ヶ月後に加入者証が送付されますので、保管 

ください。 

専用加入依頼書に必要事項を記入して、（保険料 

は別途お振込み下さい）全日本私立幼稚園連合会 

事務局もしくは、引受保険会社の地区サービス代 

理店（現地代理店）へお渡し下さい。 

【個別契約の流れ（加入者：教職員・園児の保護者）】 

1． 採用する保険種類の選択 

2． 教職員や保護者への制度 
の説明 

3． 加入依頼書・保険料のとり 
まとめと送付 

4． 手 　 続 　 き 　 完 　 了  

自園が希望する保険種類を選択します。 

採用した保険種類について、説明会等で、 

制度内容を説明します。 

約２ヶ月後に加入者証が加入者宛に送付 

されます。 

加入者から提出された加入依頼書（保険 
料は別途お振込み下さい）をとりまとめ 
て、全日本私立幼稚園連合会事務局もし 
くは、引受保険会社の地区サービス代理 
店（現地代理店）へお渡し下さい。 

全日本私立幼稚園連合会の保険（全日私幼連保険制度）募集のご案内
☆募集期間は毎年１月～３月

本会では園児・教職員の安全確保による園の健全なる運営を祈念しているところですが現実には予想もでき
ない事故が幼稚園の内・外で起こり得ます。
本会では各園がこのような不測の事故などにも万全の対策を立て、安心して園児の教育活動に取り組めるよ
うよりよい保険制度（ＪＫ保険）の確立に取り組んでいます。
今回はこのＪＫ保険の概要をご説明させていただきますので何卒ご検討いただきご加入されることをおすす
めいたします。
なお詳細は引受保険会社の地区サービス代理店から説明を受けて下さい。

1．保 険 制 度 の 概 要

1．本制度の特長
本保険制度は、全日本私立幼稚園連合会が特に指名した、損害保険会社4社の協力を得て、加盟幼稚園のために開発し
た制度で、全日私幼連ならではの割引が適用された掛金になっております。また、2000年度より、O-157ばかりでなく
熱中症（日射病・熱射病）対策として補償内容をさらに充実したものに改善しておりますので、既にご加入になっている
園も、未だ採用を決めていない園も、内容を十分吟味検討し各園に最も適した条件でご利用いただくようご案内申し上げ
ます。

2．本制度の構成
本保険制度は、幼稚園が加入する「基本契約」と教職員や園児の保護者が加入する「個別契約」の2種類で構成されて
います。さらに「基本契約」は7つの保険種類、「個別契約」は3つの保険種類で構成されており、各々、幼稚園ならびに
教職員や園児の保護者をとりまく危険をカバーする内容となっています。

3．申し込み方法

【基本契約の補償イメージ図】 

■幼稚園賠償責任保険 

■行事参加者傷害保険 

・施設の所有・使用・管理に 
　起因する賠償事故 
・業務行為に起因する賠償事故 
・給食の食中毒等 

園が主催する各種行事 
への参加者のケガ 

教職員の災害に 
対する政府労災 
の補償不足 

スクールバス搭乗者 
（園児・保護者・教職 
員・運転手）のケガ 

■幼稚園団体傷害保険 

園管理下における園 
児のケガ（自宅と園 
との往復途上も含む） 体験入園園児（未就園児） 

の園管理下中のケガ 

■体験入園園児傷害保険 

■教職員傷害保険 

■スクールバス傷害保険 

■労災上乗せ保険 

幼稚園 

【個別契約の補償イメージ図】 

■24時間教職員傷害保険 

園児のケガ（24時間） 
日常生活における 
賠償事故 PTA主催行事の 

参加者のケガ 
PTA主催行事における 
第三者への賠償事故 教職員のケガ（24時間） 

■PTA総合保険 

■園児24保険 

教職員・園児・保護者 

基本契約の各保険種類の詳細内容につきましては、
2．基本契約について をご覧下さい。

個別契約の各保険種類の詳細内容につきましては、
3．個別契約について をご覧下さい。

【基本契約の流れ（加入者：幼稚園）】 

1． 加入する保険種類の選択 

2． 加 入 す る 型 の 選 択  

3． 加入依頼書・保険料の送付 

4． 手 　 続 　 き 　 完 　 了  

自園が採用する保険種類を選択します。 

選択した保険種類について、それぞれの型を選択 

します。 

約２ヶ月後に加入者証が送付されますので、保管 

ください。 

専用加入依頼書に必要事項を記入して、（保険料 

は別途お振込み下さい）全日本私立幼稚園連合会 

事務局もしくは、引受保険会社の地区サービス代 

理店（現地代理店）へお渡し下さい。 

【個別契約の流れ（加入者：教職員・園児の保護者）】 

1． 採用する保険種類の選択 

2． 教職員や保護者への制度 
の説明 

3． 加入依頼書・保険料のとり 
まとめと送付 

4． 手 　 続 　 き 　 完 　 了  

自園が希望する保険種類を選択します。 

採用した保険種類について、説明会等で、 

制度内容を説明します。 

約２ヶ月後に加入者証が加入者宛に送付 

されます。 

加入者から提出された加入依頼書（保険 
料は別途お振込み下さい）をとりまとめ 
て、全日本私立幼稚園連合会事務局もし 
くは、引受保険会社の地区サービス代理 
店（現地代理店）へお渡し下さい。 

＊ 1　「認定こども園」（幼稚園型）も含みます。

基本契約の各保険種類の詳細内容につきましては、
2．基本契約について をご覧下さい。

☆募集期間は毎年 1月～ 3月（中途加入も可能、詳しくは次頁4．中途加入をご覧ください）

1．本制度の特長
　本保険制度は、全日本私立幼稚園連合会が特に指名した、損害保険会社4社の協力を得て、加盟幼稚園のために開発した制
度です。また、2000年度より、O-157ばかりでなく熱中症（日射病・熱射病）対策として補償内容をさらに充実したものに
改善しておりますので、既にご加入になっている園も、未だ採用を決めていない園も、内容を十分吟味検討し各園に最も適
した条件でご利用いただくようご案内申し上げます。

2．本制度の構成
　本保険制度は、幼稚園が加入する「基本契約」と教職員や園児の保護者およびPTAが加入する「個別契約」の2種類で構成
されています。さらに「基本契約」は8つの保険種類、「個別契約」は3つの保険種類で構成されており、各々、幼稚園ならび
に教職員や園児の保護者をとりまく危険をカバーする内容となっています。

2．加入するタイプの選択

貴園が採用する保険種類を選択します。	

選択した保険種類について、それぞれの加入タイプ
を選択します。	

貴園が希望する保険種類を選択します。

※「園児 24 保険」においては直接申込み・振込みを行う申込み方法の選択も
可能です。（東京海上日動火災保険㈱・エース損害保険㈱）

＊ 2　「認定こども園」（幼稚園型）の満 3才未満の園児も対象となります。

【個別契約の流れ（加入者：教職員・園児の保護者・PTA）】

個別契約の各保険種類の詳細内容につきましては、
3．個別契約について をご覧下さい。

【基本契約の補償イメージ図】 【個別契約の補償イメージ図】

■24時間教職員傷害保険

■園児24保険

■PTA総合保険

教職員のケガ（24時間）

PTA主催行事の
参加者のケガ
PTA主催行事における
第三者（他人）への
賠償事故

＊2
教職員・園児・保護者・PTA

園児のケガ（24時間）	
日常生活における
賠償事故
病気による入院

全日本私立幼稚園連合会の保険（全日私幼連保険制度）募集のご案内

本会では園児・教職員の安全確保による園の健全なる運営を祈念しているところですが現実には予想もでき
ない事故が幼稚園の内・外で起こり得ます。
本会では各園がこのような不測の事故などにも万全の対策を立て、安心して園児の教育活動に取り組めるよ
うよりよい保険制度（ＪＫ保険）の確立に取り組んでいます。
今回はこのＪＫ保険の概要をご説明させていただきますので何卒ご検討いただきご加入されることをおすす
めいたします。
注意点：�加入依頼書・保険料は、取りまとめ後、至急提出・振込み手続きお願いいたします。また、加入者証

は必ずお手元に保管ください。

■幼稚園賠償責任保険 ■幼稚園団体傷害保険
■体験入園園児傷害保険

■行事参加者傷害保険

■教職員傷害保険 

■労災上乗せ保険

■スクールバス傷害保険

幼稚園＊1

■使用者賠償責任保険

園が主催する各種行事
への参加者のケガ

メンタルヘルス等
に起因する災害に
対する賠償責任

・施設の所有・使用・管理に
起因する賠償事故
・業務遂行に起因する賠償事故
・給食等、生産物による食中毒
の発生等

体験入園園児（未就園児）
の園管理下中のケガ

園管理下における園
児のケガ（自宅と園
との往復途上も含む）

教職員の災害に
対する政府労災	
の上乗せ補償

スクールバス搭乗者
（園児・保護者・教職
員・運転手）のケガ
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東日本大震災により、被災された皆様におかれましては、不自由な日常生活を余儀なくされ
ておられることと拝察し、心よりお見舞い申し上げます。一日も早く平常の暮らしに戻ること
が出来ますようお祈り申し上げます。
全日私幼連では、会員園の皆様が安心して園児の教育活動に取り組めるよう、幼稚園賠償責

任保険や幼稚園団体傷害保険等を中心に「JK保険制度」を整備し、会員園と園児の安全をバッ
クアップしております。
昨年を振返りますと、東日本大震災を始め災害や重大事故が多い年でありました。災害や事

故の対策は十分に準備が必要でありますが、全てを未然に防ぐことは困難です。最近は、幼稚園
の運営・管理・監督責任を問われることが多く、マスコミでもよく取り上げられております。こ
のような場合において、全日私幼連が会員園のために開発した本制度をご活用いただくことで、
より安心・安全な園運営を行うことが可能となります。
本制度は、①幼稚園が法律上の損害賠償請求を受けた場合に対応する「幼稚園賠償責任保

険」、②園児が通園中等にケガをした場合に対応する「幼稚園団体傷害保険」、③教職員の方が
就園中にケガをした場合等に対応する「教職員傷害保険」、④24時間、園児がケガをした場合
や、損害賠償請求（実際には保護者が）を受けた場合に対応する「園児24保険」に大別され、
すでに約6割の会員園でご採用いただいております。
園内外での事故、トラブル回避の為にも、園として「園児24保険」を是非お薦めください。
上記保険内容の詳細につきましては、指定損害保険会社4社（東京海上日動火災保険㈱、三

井住友海上火災保険㈱、エース損害保険㈱、㈱損害保険ジャパン）の地区サービス代理店から
ご説明させていただきますので、お気軽にお問い合わせください。
引き続き、全日私幼連の「JK保険」をよろしくお願い申し上げます。
JK保険における確認事項
以下事例等におきましては、お支払いの対象となりませんので、ご注意ください。

1．幼稚園賠償責任保険	：	園管理下における賠償事故を補償いたしますが、地震、噴火、洪水、
津波または高潮などによる事故についてはお支払いの対象となりません。

2．幼稚園団体傷害保険	：	地震、もしくは噴火、またはこれらによる津波（洪水、高潮は除外）
による事故が発生した場合、お支払いの対象となりません。

3．幼稚園団体傷害保険	：	天災危険補償が付帯されているタイプにご加入されていても、園の
管理下外で地震、噴火、洪水、津波または高潮などによる事故が発
生した場合、お支払いの対象となりません。

4．JK保険取扱全商品	 ：	核燃料物質（放射性物質を含む）や放射性同位元素等またはこれら
に汚染された物の有害な特性に起因する損害はお支払いの対象とな
りません。

※事故発生時の状況等により、お支払結果が異なる場合がございますので、ご了承下さい。

※この保険は、全日本私立幼稚園連合会、全日本私立幼稚園PTA連合会を契約者とし、全日本私立幼稚園連合会、
全日本私立幼稚園PTA連合会の構成員等を被保険者（保険の対象となる方）とする団体契約です。保険証券を
請求する権利、保険契約を解約する権利等は原則として全日本私立幼稚園連合会、全日本私立幼稚園PTA連合
会が有します。この保険の名称、契約者となる団体やご加入いただける被保険者の範囲等につきましては、パ
ンフレット等をご参照ください。

（天災危険補償なし）

（天災危険補償付）

会員園（園児）のためのＪＫ保険、平成24年度募集開始！

全日本私立幼稚園連合会の「保険」

4月1日に向けて新規・更新のご加入をお忘れなく

まさかのときの「J K保険」

施設賠償責任保険、生産物賠償責任保険、労働災害総合保険（法定外補償保険・使用者賠償責任保険）、
PTA賠償責任保険、学校契約団体傷害保険特約付帯普通傷害保険、交通乗用具搭乗中の傷害危険担保特
約付帯普通傷害保険、就業中のみの危険担保特約付帯普通傷害保険、行事参加者の傷害危険担保特約付
帯普通傷害保険、PTA団体傷害保険特約（B）付帯普通傷害保険、家族傷害保険、こども総合保険（

（


